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ヤンデレ製造機だったはずの義弟が、ヤンデレになって溺愛監禁してきます！
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　――甘い香り。

　微睡まどろみの中から目覚めたとき、はじめに鼻腔に纏わりつくような甘ったるい匂いに気が付いた。

　ひとつ瞬いて、花の香りだろうかと考える。

　徐々に頭の中が鮮明になりつつあるものの、何かが邪魔をしていた。

　思考をかき乱す靄もやのようなものが、シャーロットの頭の働きを緩慢にしている。身体を動かすのも怠くて仕方がない。

　それでも、いつ眠りに就いたか覚えていなかったシャーロットは懸命に考えた。

　見覚えがない部屋、窓から臨む景色も見知らぬものだ。

（どうしてこんなところに……）

　どこかで倒れて誰かに拾われたのか、それとも攫われてしまったのか。

　経緯は分からないが、シャーロットの与あずかり知らぬ間に見覚えがない場所にやってきたことは間違いなかった。

　重い身体をどうにか動かし、上体を起こす。

　黒に近いブルネットの髪の毛がさらりとシーツの上を滑り、青い瞳は自分の身体を見下ろしては不安に揺れる。地味だと自負している顔は不安そうに曇り、桃色の唇が真一文字に引き結ばれた。シャーロットが眠っていたベッドの上には黄色い花が散りばめられている。これが甘い匂いの正体だと知る。

　次にぐるりと部屋の中を見渡すと、隅の方に誰かが椅子に座ってこちらを見ていることに気付き、ビクリと肩を震わせた。

　だが、すぐに身体の緊張は消えていく。

「――ノア」

　そこにいたのは、シャーロットの血の繋がらない義理の弟・ノアがいたからだ。

　最愛の義弟おとうとがここに連れてきたのだと知って、ホッと胸を撫で下ろす。

「……おはよう、姉さん」

　ノアは静かな笑みを浮かべて挨拶をしてくる。

　いつもと変わらぬその笑みは、シャーロットの安堵をさらに誘った。

「おはよう。……あの、ここはどこなのかしら？　私はどうしてここに？」

　まずは状況を説明してもらおうと身を乗り出す。

　ベッドから降りるつもりで脚を動かしたが、力が入らずにその場で脱力した。

　どういうことなのだろうか。

　明らかに身体に異変が起こっている。

　こんなにも身体が熱くて気怠いなんて。指先を動かすのもつらかった。

「……何？　どうしたの、私。病気か何かかしら……」

　不安になり、ノアに答えを求める。

　すると、彼は組んでいた長い脚を外して椅子から立ち上がり、こちらに近寄ってきた。

　ベッドの縁に腰をかけ、だらりと横たわるシャーロットの顔を覗き込む。

「安心して、姉さん。病気とかではないから」

「……そうなの？　……その割には随分と身体が熱くて、怠くて……」

　どう見ても普通ではないのだけれど。

　だからベッドの上で眠っていたのではないのでないのかと、シャーロットは不安げに瞳を揺らしながらノアに問いかけた。

「それはね、この花のせいだよ」

　彼はふふふ……と微笑みながら、ベッドの上に散らばる黄色い花を手に取る。

　自分の鼻の近くに寄せて香りを楽しむと、次にシャーロットの前に持ってきた。

　甘い香りがさらに強くなり、高揚感が湧き上がってくる。

「この花はね、異国では初夜を迎える新婚夫婦のベッドに飾るんだ。香りを嗅ぐと、官能的な気分になって、高揚感を与える効果がある」

「……官能的？」

　ノアの口から聞きなれない言葉が出てきて、シャーロットはぼんやりとする頭で考えた。

　官能的とは、高揚感とは。

　けれども、考えれば考えるほどに、あり得ない方向へと答えが導かれていく。

「もちろん、この花だけじゃないけどね。精油も焚いているから、随分と身体が敏感になっているんじゃないかな？　……どう？」

「ひぁっ」

　ノアの指がするりと頬を撫でると、ゾクゾクとしたものが背中を駆け下り腰に直撃する。

　たったそれだけで腰が震えて、さらにシャーロットの身体が熱くなった。

「ふふ……いい反応」

　思わず甘い声を出してしまったことに羞恥を覚えたが、ノアはどうやら喜んでいるようだ。恍惚とした顔でこちらを見ている。

「……ノア、どういうことなの？　……そんなものを焚いて……それに、この場所も……どこなのここは……何かのいたずらなの？」

　そろそろ答えが欲しい。

　そこはかとない不安がシャーロットをじわじわと追い詰めて、泣きそうになってしまう。

　優しくて、常に冷静で、シャーロットを慕ってくれるノアが、いつもとは違う顔を見せている。

　微笑む顔もどこか艶めいていて、陶酔的で。

　シャーロットの胸をどこまでもざわつかせていた。

「……いたずら？　まさか、僕は本気だよ。――本気で姉さんをここに監禁しようとしているんだよ」

「……かん、きん？」

　それこそ冗談でしょう？

　乾いた笑いを零そうと思っていたが、ノアの顔が冗談にしようとしても無駄だと語っていた。

　ノアの紫色の瞳は鋭く光り、まるで獣性を孕んだかのような危うさを感じさせた。

　麗しいその相貌が、猛々しく見える。

　男の色香を纏って、シャーロットに詰め寄ってきた。

「そう、監禁。ここはうちの別荘。僕と姉さん以外は誰もいないふたりだけの場所だよ。これから姉さんは僕とここで暮らすんだ」

　こちらの瞳を覗き込みながら、ノアは当然のことのように言う。

「暮らすって……私何も聞いていないわ。お父様にも許可を得てはいないのよ？　きっと今頃心配しているわ」

「大丈夫。父には姉さんと別荘に行って長めの休養を取ると言ってあるから。僕が学園を卒業したお祝いに姉弟きょうだいで旅行していると思っているよ」

　そこに一切の茶化しも、淀みもない。本気でそう言っていることは、彼の義姉であるシャーロットには嫌でも分かってしまった。

　抜かりのない準備をした上でシャーロットを攫い、ここで心ゆくまで過ごそうというのだ。

　つまりは、家族が心配して探しに来るということもない。

「ここで、この部屋で、今から僕と姉さんは繋がる。深く深く……もう誰も入ってこられないほどに強い繋がりをここで築くんだよ」

「……それは……どういう……ンぁっ」

　恐る恐る意味を問い質そうとしたとき、ふいに下腹部に刺激が走って声を上げる。

　ノアの指が、下腹部の子宮の部分を服の上から撫で上げたのだ。香りのせいで敏感になっている身体は、過剰なくらいに感覚を拾っていた。

「姉さんのここに、僕のものを受け入れてもらう……って言ったら分かるかな？」

「……待って、それって」

「そう。姉さんはこの別荘にいる間、僕に抱かれる。何度も何度も、ここに僕の精を受け入れて、トロトロに蕩けるくらいの快楽を教え込まれて。自分が身も心も僕のものだと自覚するまで抱かれ続ける」

　――どれほど嫌がろうともね。

　ノアの囁くような声がシャーロットの耳をくすぐってきた。

　ようやく、ノアが何の目的でシャーロットをこのような場所に連れてきたのかを理解する。そして、動揺とともに羞恥もまた心をかき乱し始めた。

　自分たちは血が繋がっていないとはいえ姉弟だ。

　男女として繋がるわけにはいかない。シャーロットが長年築いてきた姉としての立場がそれを許さなかった。

　姉弟でふしだらな関係を結んだと家族が知れば、どう思うか。

　いやいやそれより何より。

（ど、どうして?!　もう攻めルートに入ったのだから、攻略対象たちとのめくるめく調教ハーレム生活が始まるはずなのに！　監禁するなら私ではなく、貴方を待っている受けたちでしょう！）

　ゲームとは違う流れになっていることに焦りを覚えた。

　いけない、軌道修正しなければ。

　そうでなければ、シャーロットが長年夢みた、「ノア総攻めのラブラブ調教ハーレム生活」をこの目で見られないではないか。

　ただ、それを見るためだけにここまで頑張ってきたのに。

　ノア自らがハーレム形成を放棄するなど、何かの間違いだ。

「ま、待ちなさい、ノア！　冷静になって！　私にはゲイリーという婚約者がいて、貴方には貴方の……！」

　運命の人が待っているのよ！　と説得しようと思ったが、ノアの手がシャーロットの口を塞ぐ。

　瞬きもせず大きく見開いた目で、こちらをじぃっと見つめてきた。

「他の男の名前を出すなんて、随分無粋なことをするね、姉さん」

「……っ！」

「僕よりあいつの方が気になるなら、いっそのこと殺してきてあげようか？　そうしたら気にならなくなるだろう？」

　美しく微笑みながら何て恐ろしいことを。

　シャーロットは眦まなじりに涙を浮かべながら、首を横に振る。

　親が勝手に決めた婚約者で、恋情も何もない相手ではあるが、ゲイリーはノアのハーレム要員になる予定の人。つまり攻略対象だ。

　ここで喪うしなうわけにはいかないとシャーロットは必死になった。

「もう言わない？」

　首を縦に振り、懸命にアピールする。

　すると、目元を和らげて手を離してくれた。

「よかった。なら、これで心置きなく僕に抱かれることができるね」

　嬉しそうに微笑みながら、ノアはシャーロットを抱きすくめてくる。背中を手で擦り、首筋に頬を擦り寄せる。

　それだけの刺激で、シャーロットは快楽を拾い小さく喘いだ。

「姉さんが僕を義弟としてではなく、男として愛するようになったらここから出してあげる。僕なしでは生きられないようになろうね、姉さん」

　物凄く恐ろしい言葉を聞いてしまい、ヒェッと悲鳴を上げそうになった。

（……ヤンデレ製造機のはずのノアが、私に対してヤンデレになっている……?!）

　こんな展開、前世でプレイしたゲームにはなかった。

　今、シャーロットがいるのは、男同士の恋愛模様を描いたＢＬゲームの世界。

　女性であるシャーロットが、そのゲームの主人公であるノアの恋愛対象になるはずがないのに。

（どうしてこうなったの……?!）

　シャーロットはノアから痛いくらいの抱擁を受けながら、心の中で叫んだ。
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　この世界がＢＬゲームの中だと気が付いたのは、シャーロットが十歳のときだった。

　シャーロットの父は若くして亡くなり、母は悲しみを抱えながら女手一つで育ててくれた。だが、再び愛を育む人に出会えたらしい。再婚したい人がいるのと頬を染めて教えてくれたのを今でも覚えている。

　新たな父だと紹介されたのは、メルクリス侯爵。友人に紹介されて知り合ったらしい。

「……ノア・メルクリス、です」

　そして、これから義弟になるノアも、再婚したその日に紹介されたのだ。

　一個下の彼は、人見知りなのか父親の陰に隠れ、顔だけをこちらに見せながら挨拶をしてくれる。義父はみっともないと叱っていたが、シャーロットは、これから義理の弟になるノアにひたすら魅入っていた。

　絹糸のような真っ白な髪の毛に、菫の花を結晶の中に閉じ込めたかと思えるほどに美しい瞳。

　白磁の肌に、桃色の頬。小さな口は唇がプルプルとして可愛らしい。

　まるで天使のよう。

　こんな愛らしい子が自分の弟になるのかと、胸を躍らせた。

「私はシャーロットよ。よろしくね、ノア」

　隠れたノアを覗き込み、手を差し出す。

　すると、彼は照れたような顔をして逡巡したあと、小さな手をこちらに向けてきてくれた。

「よ、よろしく、お願い致します……」

　きっと照れ屋さんなのね、と恥じらう姿にキュンとしつつ彼の手を握り、上下に揺らす。

　すると、シャーロットの頭の中にぶわりと熱のようなものがせり上がってきては滞留してきた。

「……あら？」

　何なのだろう、この感覚は。

　頭の中に処理しきれないものが次から次へと溢れてきて、目の前がぐにゃりと歪んでいる。

　けれども、これから家族になるふたりの前で無様な姿を見せたくなくて、懸命に何でもない振りをした。

（……もしかして、義弟が可愛らし過ぎて興奮してしまったのかしら？）

　落ち着きなさい、貴女は淑女なのよと自分に言い聞かせて、どうにかこうにか乗り切ろうとする。

　だが、ノアがそろりと繋いだ手を見つめ、次にゆっくりとこちらを見つめてきた。

「……あの、お、おねえ……いえ、シャーロット様？　手が、凄く熱いです。大丈夫ですか？」

「ええ、大丈夫よ。少し、興奮してしまったようで……休めば、元通りに……あらら？」

　そう言いながらも、シャーロットの身体は傾いていく。

　ガクリと膝を折り地面に手を突くと、近くから悲鳴が聞こえてきた。

「シャーロット様！」

　ノアが、崩れそうなシャーロットを支えてくれる。

　青褪めたその顔を見上げながら、シャーロットは無意識に口を動かしていた。

「――総攻めハーレムルートを見るまでは死ねない……」

　そのまま意識が暗転していった。






「――神様！　これはもしかしてご褒美ですか?!」

　次に目覚めた瞬間、歓喜の声を張り上げていた。

　傍で見守ってくれていた母も医師もその声に驚き、興奮して起き上がろうとするシャーロットをどうにかベッドに押しとどめようとしている。

　まだ熱で混乱しているのだろう。医者が真剣な顔でそう言っていたのを覚えている。

　だが、そうではないとシャーロットは知っている。

　たしかに熱が出ているが、これは混乱ではなく覚醒だ。

　シャーロットの前世の記憶の目覚め。

　――そう、ここはＢＬゲーム『耽溺の檻』の世界。自分は、前世で大好きだったゲームの世界に転生したということに気付いたのだ。

　これが興奮しないわけがなかった。

『耽溺の檻』はノアを主人公とするＢＬゲームで、基本的にふたつのルートに分岐するようになっている。

　それが「受けルート」と「攻めルート」。

　そして、分岐の鍵になっているのが、シャーロットの存在だった。

　ノアが十六歳、シャーロットが十七歳のときに分岐点が訪れる。

　簡単に言えば、シャーロットが生き残れば「受けルート」、命を落とせば「攻めルート」になるというものだ。シャーロットの生死が、以降のノアの命運を大きく左右する。

　ただこのゲーム、攻略対象が皆ヤンデレになってしまうというヤンデレゲームで、ノアはヤンデレ製造機として攻略対象たちを魅了していく。

　それが最大の魅力であり、プレイヤーたちを阿鼻叫喚の渦に放り込んだ。

　受けルートに入ってしまった場合、次から次へとヤンデレを作っていってしまったノアは、攻略対象から監禁はもちろんのこと脅迫やら束縛やら果ては強姦まがいのことまでされてしまうという可哀想な道を辿ることになる。

　そのなかでも、ノアは天性の類稀なる聖人ぶりを発揮して、それらをすべて許し愛で包み込みハッピーエンドで終わるのだが、あくまでそれはトゥルーエンドだった場合。

　もちろん、バッドエンドはまごうことなく最悪な終わり方をする。どの攻略対象でもノアは殺されてしまうか、もしくは奴隷として売り払われてしまうかだ。

　一方、シャーロットが命を落とす場合の攻めルートは違う。

　最愛の義姉あねを殺されたノアは、復讐に燃えるようになり、今までの天使のような心を捨ててこの世のすべてを憎むようになる。

　身体を鍛え武術を学び、人を寄せ付けない冷淡な性格になっていく。

　それでも、彼は周りを魅了し続け、攻略対象たちは誰にも心を許さない高嶺の花を求めるようになっていくのだ。

　あの手この手でノアを堕とそうとする攻略対象たちの魔の手を潜り抜け、逆に彼らを自分の下に組み敷くことによって支配していくノア。

　攻略対象たちを堕とすつもりだったのに、いつの間にか絡め取られて愛し合うようになり、真実の愛に生きる。それがノアの攻めルートでのトゥルーエンディング。

　けれども、攻めルートの真骨頂はハーレムエンドだ。

　すべての攻略対象を堕とし、一大ハーレムを形成したノアは、彼らの地位と力を利用してこの国を掌握。陰の支配者として国を動かすという、最強スーパー攻め様としての最高のエンドを迎えるのだ。

　前世のシャーロットは、どうしてもこのハーレムエンドを見たかった。

　怜悧れいり冷徹なノアがすべてを支配し、ドＳ王子も熱血騎士もあざと可愛い宰相令息も、生真面目侯爵子息も高慢な悪魔でさえも手玉に取る。

　皆がノアのために動き、皆がノアを愛し、彼の愛を得るために動く。そんな至高のハーレム。

　見たくないわけがなかった。絶対に見てやると意気込み、すべての攻略ルートをプレイし、いざハーレムエンドを迎えるぞ！　となったときに死んでしまったのだ。

　故に、ハーレムエンドを見るのは、シャーロットの悲願だと言ってもいいだろう。もう一度生まれ変わるのであれば、また『耽溺の檻』をプレイできる世界に……と望んでいたが、まさかゲームの中に生まれ変わっていたなんて。

　しかも、主人公の義姉・シャーロットに。

　これはもう神様のご褒美としか思えなかった。

　熱は三日続き魘うなされもしたが、それでもシャーロットは幸せだった。まさに天にも昇る気持ちでベッドに横たわり、お見舞いにやってくるノアがいつやって来るかと首を長くして待っていた。

　母に心配されながらも、シャーロットは熱が下がるや否やベッドから抜け出し、ノアに会いに行った。彼は病み上がりのシャーロットの身体を気遣いながらも、会いに来てくれたことを喜んでいる。どこをとっても天使で愛らしかった。

　人見知りをし、緊張しながらも懸命に話しかけてくれる姿や、少し慣れてきた頃に見せる満面の笑み、肩を落としてシュンと落ち込む姿でさえもいじらしくて可愛らしい。

　まさにシャーロットの天使。

　生涯ノアの傍にいて、これから彼を苦しめるであろうヤンデレたちから貞操を守ってやりたい。そしてあわよくば、ハーレムを築く彼の快進撃を傍で見守りたい。

　前世では叶わなかった夢を叶えるべく、シャーロットは動き出した。

　まずは、ノアを受けではなく攻めにすること。それが第一目標だ。

　残念ながら彼が攻めルートに入るためには、シャーロットが死ななければならない。それをどうにか回避しつつ、ノアをスーパー攻め様にしなければ。

　彼がゲーム内でヤンデレ製造機と呼ばれたのは、その愛らしい容姿に見合った優しい性格をしているからだ。誰にでも平等で分け隔てなく、惜しみなく情を注ぐ。

　故に、それを受けて勘違いした者や独り占めしたいと目論む者が後を絶たない。しかもノアは無自覚に人を惹き付けるのだからなおさらなのだろう。

　受けルートのノアは力も弱く中性的。欲をそそる容姿も相俟って、毒牙にかかりやすい。

　ならば、まずは襲い掛かる数多の男どもを自力で撃退できるような力をつけさせればいい。慈愛の心を捨てさせ、不必要に人に優しくすることはときには損になる、本当に大切にしたいと思う人だけに優しくするようにと教え込むのだ。

　まさに、攻めルートのノアのように。

　ノアを攻め仕様に幼少期から育て上げれば、おのずとシャーロットが死ななくても攻めルートに向かっていくかもしれない。

　楽観的でもいい。それでも夢のためにフラグを折ることに何かしらの意味があるはずだ。可愛いノアをヤンデレ攻略対象たちから救うために。

　まずはノアと距離を縮めるところから始めた。常にぴったりと隣にくっつき、何をするにしても一緒に行動した。ノアが義弟になってくれていかに嬉しいか、どれほど仲良くなりたいのか。

　ノアの可愛らしいところも、素直で優しくて思いやりのある所も大好きで、そんな貴方と一緒にいると心が温かくなると、ことあるごとに伝える。

　本心からの言葉なので、するすると口から出てきた。すると、ノアは照れ臭そうにしながらも微笑んでいた。嬉しそうに。

　シャーロットはその顔をもっと見たくて、さらに彼を褒めちぎる。

　――可愛らしい、私の天使。

　あまりの愛らしさに絆ほだされて、もうこのまま素直にすくすくと育ってほしいと思ったときもあったが、ときおり我に返る。

　義父や母の友人、それにシャーロットの友人に会うと、皆ノアの可愛らしさにデレデレになるのだが、中にはそれを通り越して不埒な目で見つめる者もいる。必要以上にノアに話しかけ、触れようとするのだから、危なっかしくて仕方がない。

　そんな場面を見かけるたびにシャーロットがハラハラする。

　やはりノアには今からでも危機感を持ってもらわなくてはと、義父に直談判をした。

「お義父様！　ノアの心の優しさや慈しみの深さは美徳でございます！　あの愛らしさも皆を魅了する笑顔も何もかも彼の財産です！　ですが、それはいいことばかりではありません！　優しいがゆえに不埒な思惑を抱いた輩に抵抗できない可能性もございます！」

「そ、それは私も危惧をしているところだが……」

　義父はシャーロットの涙ながらの訴えに戸惑いながらも、自分も同じ気持ちだと頷いてくれた。侯爵を継ぐ男児として弱気な面が気にかかるのだと。

「でしたら、ぜひとも私にお任せくださいませ！　私が必ずやノアを屈強な男性にしてみせます！」

　胸を張ってそう言うと、義父はしばし思案したのち、「何か考えがあるのかな？」と耳を傾けてくれたのだ。

「ノア、私と一緒に剣を学んでみない？」

　そして義父と話し合った結果、ノアに剣術を習わせ心身ともに鍛えるところから始めるのがいいだろうということになった。

　義父は小さい頃から身体が弱いノアが扱しごきに耐えられるかと心配し、最初こそ反対をしていたが、そこはノアの幸せを誰よりも望むシャーロットが無理はさせないように見守ると約束した。

　もちろん、自分から誘うのだから、シャーロット自身も一緒に習うつもりだ。ノアひとりだけに大変な思いをさせられない。

　苦労を共にし、切磋琢磨しながらノアの成長を見守ろうと考えていた。

　ノアはその提案を喜んでくれたしやる気を出してくれたのだが、シャーロットの母が待ったをかけた。ノアはいいが女の子であるシャーロットに剣を握らせることなどできないと。

　母には、女だからと武器を持たないという考えの非合理性と、将来社交界に出たとき、女性の身に及ぶ危険と、それに対する対処法の大切さを懇々と説いた。

　急に饒舌になった自分の娘を見て母は動揺していたが、結局は許可を出してはくれず、ノアだけが剣術を学ぶことになる。

「大丈夫です。僕、強くなってお姉様を守りますから」

　悔しい思いをしていたシャーロットを慰め、凛々しく剣を握るノアは、誰よりも頼もしかった。

　一緒に剣を振るうことはできないけれど、練習のときは常に傍にいて応援する。汗を掻いたノアにリネンを渡し、喉のどが乾いたろうと飲み物を渡す。さながら部活のマネージャーのごとく。

　使用人たちに「私たちが……」と止められたが、これだけは譲れなかった。ノアを甲斐甲斐しく世話をすることに喜びすら見出していたのだ。

「ノア！　素晴らしいわ！　日に日に剣の扱いが上手くなっているし、身体つきも逞しくなったのではなくて？　愛らしさより男らしさが際立ってカッコよくなるわね！」

　真面目なノアは、研鑽を積んで見る見るうちに上達していっていた。剣術の先生も彼の上達ぶりを褒め称え、指導に熱が入る。それについて行こうと、ノアがさらに頑張るのでいい相乗効果となっていた。

　こんなに頑張り屋さんなノアを何度褒めても褒め足りない。シャーロットは抑えきれない喜びを表現するように彼を抱き締めた。

「……あの、お姉様は、かっこいい男の人が好きですか？」

　ノアはキュッとシャーロットの袖を掴みながら聞いてくる。ちらりと上目でこちらを見て。

「そうね。かっこいい人、好きよ」

「たとえば、どんな人ですか？　どんな人を、かっこいいと思うのですか？」

　珍しく前のめりになって聞いてくるノアに驚きながらも、シャーロットはうーんと考える。

「顔立ちの良さや逞しい身体つきも重要だけれど、それよりも心が大事ね。一本筋が通った人と言うか、何があっても動じず自分の信念を曲げない、そんな心の強さを持った人ね。揺るがずに毅然として立つ姿は、誰よりもかっこいいと思うわ」

　これは憧れも入っているのだろう。自分もそんな人になりたいという羨望。

　ＢＬゲームの攻めルートのノアはまさにそんな人で、どんな揺さぶりにも屈することなく目的を成し遂げた。唯一心が動いたのは、愛を目の前にしたときだけ。

　逆に言えば、ノアに愛された人だけが彼の心を動かすことができる。どんな絆よりも強くて濃厚で、形容しがたい特別な愛に憧れたのだ。

「……僕がそうなったら、お姉様、嬉しいですか？」

　ノアがソワソワとしている。もしかして、シャーロットの話を聞いて自分もそうあるべきだろうかと考えてしまったのだろうか。

「私、ノアが将来どんな人になっても変わらず大好きよ。そうなってくれたら嬉しいけれど、でもあくまで私の理想だから必ずしもそうなる必要はないのよ？」

　たしかに攻めルートのノアのようになってほしいけれど、それを押し付けるつもりはない。もし、シャーロットが差し出した選択肢の中で、彼の中で進みたい道を見つけてくれたらという淡い期待を持っている程度。

　いずれにせよ、自らが選んだ道を進むことが、シャーロットが思うような「かっこいい人」に繋がると思っている。自分にできることは、その手助けをすることだけ。

「ただ、覚えておいてほしいの。貴方の優しさは周りの人間を幸せにしているわ。でも残念ながら、その優しさに対して皆が皆、同じように優しさを返してくれるとは限らないの」

　この世界が優しさでできていたらこんなことを言う必要はなかった。

　けれどもここはＢＬゲームの世界で、恋愛対象がヤンデレになってしまう鬼畜のような世界。いつ何時、ままならぬ事態に振り回され、傷つけられるか分からない。

「ときには貴方を傷付けようとする人もいるかも。もしかすると、勝手な思い込みで貴方を思いのままにしようとする人も現れるかも。そういう人に出会ったとき、跳ね返せる力をつけてほしいと思っているわ」

「だから、僕に剣術を習わないかと誘ったのですか？　その力のひとつになるように」

「ええ。少しでも抵抗する術を持っていたら、自衛できるでしょう？」

　ノアは神妙な顔をして考え込んでいた。そして、シャーロットの言葉を呑み込むことができたのか、頷く。

「でもね、その力はノアが好きだと思った人を守るためにも使ってね。好きな人にはとびきり優しくしてあげて」

「好きな人にだけ……？」

「難しい話なのだけれども……つまりは、人を見る目を養うことも必要だということね。貴方自身を守るために、必要なことよ」

　まだ幼いノアには難しい話だったはずだ。けれども彼は、懸命に理解しようとしていた。そして力強く頷き、シャーロットの手を取る。

「分かりました、お姉様。僕、お姉様の言葉を胸に刻み、なりたい自分を探していきます」

「頑張って、ノア。微力ながら私も力になるから、いつでも頼ってね」

　頼ってくれたら嬉しい。ノアがこれから歩む道に向かって背中を押す役目を担うことができたのなら、義姉冥利に尽きるというものだ。

　思いを込めるように握られた手をギュッと握り締めると、ノアはその手をもう片方の手で包み込んだ。

「ありがとうございます。これからも頼りにしていますね。だから、僕の傍にいてください、お姉様。約束ですよ？」

「もちろんよ、ノア。いつも一緒よ」

　しがみ付いてでもノアの傍にいる。彼に嫌がられない限り傍にいて守り、不憫な目に遭うこともなく幸せになる姿を見届けるのだ。

　それが今世のシャーロットに課せられた使命なのだろうから。

　シャーロットの言葉に感銘を受けたのか、ノアの気弱な性格は鳴りを潜め、誰に対しても毅然とした態度を取るようになった。

　あの恥ずかしがり屋で母親の陰に隠れていた彼はもういなくなっていた。

　人を見る目を養い、平静さを培っていく。

　おかげで、天使のような愛らしい笑顔は冷ややかさを湛えた微笑になり、自分の意見を堂々と口にするようになった。

　鍛えられた身体はしなやかな筋肉がつき、背もシャーロットの頭一個分高くなった。誰も彼を「可愛いらしい」とか「可憐だ」とは言わないだろう。

　一見冷たく見えるその美貌は、安易に人を寄せ付けない。

　笑っているけれども、どこか一線を置いているような、本心を見せずにいるような、そんなミステリアスな雰囲気を醸し出していた。

　社交界ばかりではなく、貴族の子息令嬢ばかりが通う学園でも一目置かれる高嶺の花。まさにノアはそんな存在になっていた。

　一年先に学園に入学していたシャーロットは、義姉としてそんな彼を誇りに思っていた。自分という揺るぎないものを持ち、突き進む道に惑わない毅然とした姿は皆を魅了したが、シャーロットの心も掴んでいる。

　惚れ惚れするとはまさにこのことだ。

　新入生代表として壇上で挨拶の言葉を述べる姿も、学年代表になり皆を束ねる姿もシャーロットの目に焼き付いている。

　シャーロットが卒業してからも学園総代となって活躍する様子も聞き及んでいる。どこに行ってもノアへの称賛の言葉は尽きず、感動すら覚えたものだ。

　ヤンデレになるはずだった攻略対象たちも、眉目秀麗、聡明で怜悧なノアに惹かれながらも、一切の隙を見せない彼にどう恋愛フラグを立てていいのか分からず四苦八苦していた。

　ノアをどうにか自分のものにしようと動くものの、いずれの対象者も返り討ちに遭い、完膚かんぷ無きまでに叩き潰され、しまいにはヤンデレというよりも信者のようになってしまう。

（……ある意味これもハーレム……？　なのよね？）

　シャーロットが想像していたものとは少し違う形に落ち着いたようだ。

　ハーレムと言えば、ハーレム主であるノアが代わる代わる対象者たちを可愛がるものだと思っていたが、群がる対象者たちを冷ややかな目で見つめては、彼らから送られる熱視線を躱かわしている。

　彼らにとってはそれすらも快感らしく、さらに心酔を深めていくのだった。

　恐るべし、主人公ノア。やはり生まれ持った天性の魅力というものは、育ち方が変わっても色褪せないらしい。

　ノアがヤンデレたちの被害に遭わないようにと彼を鍛えてきたが、果たしてこれでいいのだろうかと悩むときはあった。けれども、そんなことは杞憂だったのだと思わせてくれるくらいに威風堂々たる姿を見せてくれていた。

　これならもう心配することはないわね、とホッと胸を撫で下ろしたシャーロットではあったが、実はもうひとつ懸念事項があった。

　ＢＬゲーム内で起きる分岐点についてだ。

　そこではシャーロットが何者かに殺されてしまうという、悲惨なイベントが起きてしまうこと。

　ノアを鍛えることも重要だが、自分も生き残らなければならないと、その運命の日がやってくるまで警戒心を強め、戦々恐々と過ごしていた。

　ところが、危ない目に遭うどころか、誰からも敵意を向けられることなくその日をやり過ごす。拍子抜けするくらいにあっさりと。

　ノアが逞しくなって攻略対象たちを退けたから、自然と分岐ルートも消滅したのだろうか。ゲーム開始前にフラグを折ったことが功を奏したのか、シャーロットにはよく分からなかったが結果がよければすべて良しである。

　さて、命の危機も乗り越え、ヤンデレ製造機になるはずだったノアも無事に逞しく育った。

　使命を果たしたと達成感に満ちていたシャーロットだったが、これからはノアの幸せを遠くから見つめ、自分の将来を考えなければならない年齢に差し掛かっていた。

　学園も卒業し、貴族令嬢として誰かのもとに嫁ぐことを視野に入れて動くのは当然の流れだった。

　実は婚約者はいる。もう三年も前に親に決められた相手だ。

　アルシンフォリア侯爵家のゲイリー。彼もまた、ノアの攻略対象である。

　ゲーム内ではシャーロットの婚約者として現れる彼だが、例に漏れず可憐で優しいノアに惚れてしまう。

　婚約者であるシャーロットと義弟になるはずのノアとの間で葛藤し続けたゲイリーは、ある日最悪の決断をする。ノアと一緒になるために障害になるシャーロットを殺そうとするのだ。

　受けルートでは事前にそれに気付いたノアが、ゲイリーと取引することになる。シャーロットを殺さない代わりに、ノアがその身も心もゲイリーに捧げることを誓うのだ。

　一方、攻めルートでは、シャーロットを殺した犯人がゲイリーであることを突き止め、彼を監禁したノアは、徹底的に性的に苛さいなむ。心も身体もノアに屈したゲイリーは、責められることに仄暗い悦びを覚え、自ら囚われの身となる。

　受けルートとは打って変わってゲイリーがノアにすべてを捧げることになるのだ。

　そんな要注意人物のゲイリーだが、今は病んだ面は一切見られず、明るく真面目な好青年だ。

　ノアに出会った最初の頃こそ、彼に懸想して頬を染めていたが、完膚無きまでに自尊心を折られ、徹底的に振られたために恋心は見事に砕けてしまった。むしろ今はノアを怖がっている節すら窺える。

　けれども、心配性のシャーロットはそれだけでは安心できなかった。

　婚約者としてゲイリーが現れたその日から、ノアに意識がいかないようにとシャーロットなりに頑張って彼の気を引こうとしていた。あまり上手くはいかなかったが。

　それでも、今もなお、せっかく折ったフラグが復活しないようにと、「ゲイリーさまは私の婚約者ですから、私だけを見てくださいね」と言い続けている。

　彼は「君以外見るわけないじゃないか」と言うが、いやいやノアの魅力にいつまた惹かれるかは分からないだろう。彼は離れようとも、万人を惹き付ける魅力を放ち続けているのだから。

　シャーロットはもうすぐゲイリーと結婚をする。

　本来なら学園卒業と同時に結婚する予定だったのだが、ノアが卒業するまで待ってほしいとお願いをしていたので一年先延ばしになっている状況だ。

　そして昨日、ノアの卒業を見届け、家族でお祝いをして、よくぞここまで無事に生き残ったとしみじみ思い返しながらベッドに横たわった。

　……はずだったのだ。

　シャーロットが寝ている間に移動されてしまったのだろうか。とにかく次に目を覚ましたときにはここにいた。

　ノアとふたりきりで、別荘に。

　さらに彼はシャーロットを抱くのだと言う。

　義姉で、ゲイリーという婚約者もいるシャーロットのことを。

　ヤンデレから守るために頑張ってフラグを折ってきたつもりだったが、どうやら別のフラグを立ててしまっていたことを、監禁されてようやく知る。

　催淫効果のある花や精油の香りが立ち込める部屋の中でふたりきり。

　熱いくらいに火照り、少しでも肌に刺激が与えられるだけでも喘いでしまうほどに敏感になってしまった身体を持て余す。もっと触ってほしい、疼く身体を鎮めてほしいと脳内で啼いている。

　大好きなノアの香りが、ことさらシャーロットの官能を高めた。

「姉さん……ようやく僕たちひとつになれるね」

「の、ノア……」

「ずっとこのときを待っていた。貴女に心を奪われてからずっと……ずっと……」

　手を取られ、うっとりとした顔のノアにキスを落とされる。まるで騎士のように。

「初夜はどんな感じがいいかな？　甘い感じ？　それとも激しいのが好み？　初めてはどうしても痛いと聞くから、僕としては姉さんにできるだけ苦痛ではなくて快楽を与えたいのだけれど……」

「……あ……うぅ……」

　どんなものがいいかなんて分かるはずもない。前世も含め、そんな経験など皆無なのだから。

　そもそも、ノアと身体を重ねることを想像するのも畏れ多い。彼は攻略対象たちと恋愛するのであって、決してシャーロットは関係ないはずだ。

　それなのに。

　どうしてノアとこんな話をすることになっているのか。わけが分からない。

「ねぇ、ノア。その前に聞かせてもらえないかしら？　どうして、私をここに監禁したの？　その……どうして、だ、抱こうとしているのかしら」

　まずはそこだ。一番の謎を解明しない限りはどうにもこうにもできないだろう。

　ＢＬゲームで女性を抱くなんてことはタブーなので、こんなイベントはないだろうし、そもそもシャーロットがフラグを折りまくったおかげでゲームの内容が改変されている可能性は大いにある。

　一度頭の中を整理したかった。

「どうしてって……もちろん、姉さんを愛しているからだよ。それ以外に何があるというの？」

「あ、あい?!　……愛……愛ね……わ、私も愛しているわよ？　貴方は大切な……」

「『義弟だもの』……だよね？」

　ノアが皮肉めいた笑みを浮かべる。どこか悲しんでいるような、傷ついているような複雑な顔をシャーロットに見せたのだ。

　いつもはシャーロットに笑顔しか見せない彼。今見たそれは、ノアの溢れ出た感情の一端のように思えた。

「……あの、ノア？」

「でもね、姉さん。僕は一度も姉さんに姉弟愛を感じたことがないんだ」

　ノアは自分の指をするりとシャーロットの指に絡ませて、深く繋ぐ。指の間を擦られ、その部分からジワリと快楽が流れ込んできた。

　眉根を寄せるシャーロットの顔をじっくりと見つめながら、ノアは手を自分の左胸に押し当てた。手のひらから力強い鼓動が伝わってくる。

「覚えている？　僕が剣術を習い始めたときのこと。姉さんが父に直談判してくれたよね」

「もちろんよ。忘れられないわ」

　なにせあれがノアスーパー攻め様改造計画の第一歩だった。将来やってくるであろうヤンデレ攻略対象たちの魔の手から逃れさせるための策だった。

「父が僕は生来身体も気も弱いから無理だと言っていたのを、姉さんが『そんなことない』って一蹴してくれたとき嬉しかったな。貴女だけは僕を信じてくれた」

　当時のことを思い返しているのか、ノアの目元が和らぐ。

「昔から、身体を使ったことは諦められていたんだ。何をしても身体が耐えきれないだろうって。父も亡くなった母も、先生方も。そのたびに悔しかった。ままならない身体も悔しかったけれど、何より僕自身を信じてもらえないことが」

「そんな……きっと皆、純粋にノアが心配だっただけだと思うわ」

「そうだろうね。でも、諦めて取り上げるのではなくて、『少しずつでもいいから頑張ろう』って言ってほしかった。姉さんが僕にその言葉をくれたとき、それに気付いた」

　シャーロットにとってそれは何気ない一言だった。

　もしノアが「無理だ、やめたい」と放り投げてしまえば言わなかっただろう。

　でも、彼の瞳にはいつも炎が揺らめいていた。諦めたくない、頑張りたいと語り掛けてくれていたのだ。

「結局何回も熱を出して寝込んで、父にはそら見たことかと言われたけど」

「でも、それを乗り越えて、強く逞しくなっていったのよね。今ではこんなに立派になって……きっとお父様も自慢の息子だとおっしゃるわ」

「姉さんがいてくれたから、ここまでできたんだよ。今の僕をつくったのは、姉さん、貴女だ」

　ノアは熱の篭った瞳でこちらを見つめ、シャーロットの手の上に自分の手を重ねた。

「あの頃から、僕には姉さんしか見えなかった。出会ってから今まで貴女に感じていたのは、愛だよ。家族愛でも姉弟愛でもなく、肉欲を伴う性愛、深愛、執愛。シャーロット、貴女は僕の最愛の人だ」

　感じてほしい、この心を。そう訴えるかのようにノアはすべてで語っていた。口もそうだが、特に雄弁なのは鼓動の方だ。ドクドク、ドクドクと早鐘を打っている。

「分かる？　僕のこの愛。姉さんが思っているものとは別の、もっと深くて重くて執着じみていて、かと思ったら甘くてとことん優しくて。そして尊いものだ」

　再び手を取られ、甲の上に唇を落とされる。あのノアのぷるぷるで厚めの唇が、シャーロットの肌に触り、チュッと啄んでいるのだ。まるで、愛を吹き込むように。

「……あ……あぁ……あっ」

　言葉がでなかった。あのノアがシャーロットにこんなことをするなんて。攻略対象ではなく、この自分に。

　頭の先からつま先まで真っ赤になって、その場に倒れ込みそうになった。

「ずっと思っていた。こうやって、姉さんの肌に触れられたらどれほど幸せだろうって」

　チュ、チュ、とノアの唇は啄みながら手首に移動していく。

「キスができたら、どれほどこの胸が湧き踊るだろうかって。全身を味わうことができたら、誰も、貴女すら触れたことがない身体の部分に触れることができたら……」

「……ひっ……ンん」

　もう片方の手で、下腹部を軽く押す。子宮が存在するそこを意識させるように。

「ここに、僕を挿し込むことができたら、僕はこの世で一番の幸せ者になれる。中に僕の種を注ぎ込むことができたら……そう考えると頭の中が焼き切れそうなほどに興奮して堪らない。僕の愛はこういうものだよ、姉さん。――分かった？」

　耳にも吐息が吹き込まれて、シャーロットは下腹部から突き上げるような感覚に身体を震わせた。

　もう一度「分かった？」と問われながら、耳朶を食はまれる。これ以上攻められたら敵わないと、降参するように懸命に首を縦に振った。

「じゃあ、僕が何故姉さんを抱きたいか、理解できた？」

「……できたわ」

　嫌というほどに。信じられないけれど、ノアは恋愛対象としてシャーロットを愛しているのだ。

　ＢＬゲームのはずなのに、ノアの恋愛対象が女性で、しかも義姉に向くとは。

「なら、僕がこれから姉さんを抱いても……いいよね？」

　可愛い可愛い、義弟のノア。出会った頃は天使かと見間違うほどの愛らしい笑顔で魅了し、すっかりこの心は鷲掴みにされてきた。

　大人になってからも、妖艶で冴えわたる美貌で周りを圧倒し、それでもシャーロットに優しい笑みを向けて、弟として接してくれていた彼。

　そんな人が、自分を抱きたいと強請ねだってくる。

　いいよね？　といつものシャーロットを慕い甘えるような顔で、容赦なく翻弄するのだ。

（……ほ、絆されてはダメよ、シャーロット！）

　心の中で自分の頬を往復ビンタしながら、ノアの誘惑に耐える。

　つい癖で頷いてしまいそうになるのを必死に堪えて、どうにかこうにか首を横に振った。

「……だ、ダメよ、ノア」

「姉さん」

「貴方の想いは嬉しいわ。……でも、私、貴方を弟以上には……み、見られないの……」

　応えられない、どうあっても。

　ノアはあくまで義弟であり、しかも今まで彼が将来ハーレムを築くのを見ることだけを楽しみにしてきたのだ。これ以上、別の感情を芽生えさせたり育んだりはできない。

　いや、してはいけないのだ。

　ノアは純粋な気持ちでシャーロットを見てくれていた。ひとりの女性として愛し慈しみ、長年秘めていた想いを打ち明けてくれたのだ。

　それなのに自分ときたら、どうやってノアを攻めルートに乗せるかやら、攻略対象たちのヤンデレを捻じ伏せてハーレムを作るにはどうしたらいいのかなどと、邪なことばかり考えていた。

　しまいにはハーレム形成の進捗状況を気にして、ノア自身を見ていなかった。

　ＢＬゲームで見た冷徹に攻めるノアの幻想ばかりを追いかけて、あんなに近くにいたのに彼の気持ちに気付かなかったのだ。

　その鈍さや視野の狭さが、ノアをここまでの行動に駆り立てたのかもしれない。

　流されず絆されず、ノアという男性を見てシャーロットは自分の心を見つめ直さなければならない。

　彼はＢＬゲームの主人公ではなく、ノアというひとりの人間なのだから。

　シャーロットは彼の想いを真摯に受け止める必要がある。

　頭の中で整理をしながら、シャーロットは口を開いた。

「私にとって貴方はあくまで弟よ、ノア」

「分かっているよ。でもそれをこれから変えていくという話だったよね？」

「そうだけれども……」

　けれども、その前に知っておいてほしいのだ。

　シャーロットが何を考え、ノアの傍にいたのかを。

　さすがに前世のことや、ここがＢＬゲームの世界だとは話せないけれど、ノアをどんな目で見ていたのかを話すことはできるだろう。

　正直に打ち明ければ、もしかしたらノアを傷付けてしまうかもしれない。

　だが、何も伝えずにいてはノアに対して不誠実なままである気がする。自己満足と言われてしまえば、何も言い返せないのだが。

　こんな思いを抱く女でも愛していると言えるのか。

　ここまでして囲い込み、愛を囁きたいと思うだろうか。

「正直な話をするとね……、貴方は弟であるけれど、それ以外にも私の観察対象だったの」

「……ん？」

　意を決して告白したが、ノアにはまだピンときていないようだ。

「観察対象、という言葉の意味は知っているけれど、姉さんがどういう意味合いを持って使ったのか分からないから、説明を続けて？」

　心なしかノアの表情が硬い気がする。

　もしかすると怒らせてしまうかもしれないと、不安に駆られながら話を続けた。

「貴方は、本当……本当に！　完璧な主人公なの！　麗しい容姿に光の中に溶け込んでしまうかと思うくらいに透明感のある儚げな姿。優しい心の持ち主かと思えば、芯の強いところがちゃんとある、まさに物語の主人公！　魔性の魅力で次々と人を惹き付けては離さない、貴方の寵愛を得るためならば何でもするという幾人もの人間が膝を折り忠誠を誓う。それが貴方よ、ノア」

　考え過ぎて不安が巣くっていたはずの胸は、話をしているうちに興奮と共に晴れていく。ノアの良さならば一晩中語れるだろう。

　本人にぶつけるのは気恥ずかしい気もするが、徐々に怪訝な顔をするノアを見て、自分自身の尊さを知ってほしいと躍起になっていく。

「だからね、私の興味は貴方が今後どんな人と恋に落ちて、どんな恋愛を繰り広げていくのか、そこにあったの。どんな人が貴方の心を射止めるのかしら、それともひとりに決めずにいろんな人との恋愛を楽しむのかしら、相手は女性かしら、男性かしら……と」

　それこそゲームのような展開になっていったら、諸手を挙げて喜んだだろう。

　ノアを取り巻く恋愛群像劇。シャーロットの楽しみはそこにあった。

　だが、やはりこんな話は彼にとって、とても不本意であり不愉快なものだったのだろう。眉間に皺を作り眉尻を上げたノアは、苦虫を噛み潰したような顔をしていた。

「……僕の恋愛対象の中に姉さんが入っているとは思っていなかったの？」

「まったく、全然。だって、私は外から見るだけで満足なのよ！　恋愛模様を見て胸をときめかせる、そこに自分の存在はいらない！　そういう人間なの、私は」

　前世からそうだが、シャーロットはいわゆる「壁」になりたい人間だ。

　自分を当事者に置き換えるのではなく、あくまで傍観者。はっきり言えば、自分を絡ませるのは解釈違いというもの。

「つまり、姉さんは僕が他の誰かと結ばれることを望んでいたんだね？　自分では僕の相手はあり得ないと決めつけて、僕のことなど眼中になかった、と」

「眼中にはあったわよ？　でも、違う意味合いがあったと言うか……」

「もしかして、男性同士の恋愛を観察するのが趣味なのかなと思ったりもしたんだけど……なるほどそういう意味か……」

「え?!　見ていたことに気付いていたの?!」

　そんな、バレないように遠くから見つめていたのに。

「前に特定の人の名前を上げて、どの人と仲がいいのかと聞いてきたよね？」

　ウっと言葉を詰まらせ目を泳がせる。

　以前、今どの攻略対象がノアの中で好感度が高いのか、ハーレムの可能性があるのかが気になってさり気なく聞き出したときのことだ。

　そのとき、ノアは「別にその誰とも仲良くないよ。顔と名前を知っているというだけ」と素っ気ない返事を寄越しただけだった。まだまだハーレムの道は遠いかと内心落胆していたのだが、その会話がノアに疑義ぎぎを植え付けていたとは。

「そうやって、僕が誰と仲がいいか気にして、もっと交流してみたら？　と唆そそのかして……頭の中ではそういうことを考えていたわけだ」

　ふとノアは掴んでいたシャーロットの手に目を落とす。

「なるほど、分かった」

　さすがノアだ。たったこれだけの説明で理解してくれるとは。

　しかも、先ほどの険しい表情は消え失せ、清々しいものになっている。今まで誤魔化してぼやかし続けてきた部分がはっきりして、彼もすっきりしたのだろうか。

「ありがとう、理解を示してくれて。それでね、ノアにはもう一度考えてほしいの。多分、貴方は幼い頃の思い出のせいで私のことを美化して見ていると思うのよ。……そもそも身体を鍛えましょうと言ったのも、そういう未来を見てみたいという私の欲からだったし」

　今さらながらに自分の行動が恥ずかしい。ノアに申し訳ないことをしたと改めて思い知る。

「こんな私は、ノアには相応しくない。そう思うか……らぁ？」

　だが、ノアにグイっと繋いでいた手を引っ張られて、身体が傾く。

　話をしている途中だったので、変な声が出てしまい、さらに不意打ちだったせいでたたらを踏むこともできずに、そのまま彼の膝の上に上体を乗せてしまうことになった。

　傍から見れば、シャーロットがノアに膝枕をしてもらっている状態だ。

「あの、ノア？」

　慌てふためき、彼の膝の上から見上げれば、ノアは冷笑を浮かべていた。

「そうだね、姉さんが何を考えて今まで行動していたのかは分かったよ。僕と恋愛する気なんか微塵もなかったって、よく分かった。でも、相応しくないと勝手に決めつけるのは違うと思うな」

　彼の指がシャーロットの首筋に落ちてきて、ツツツ……となぞる。

「相応しいかは僕が決めることだよ。僕だけがその基準を持って、他の誰も揺るがすことはできない。姉さんは僕のことを変えられる唯一の人ではあるけれど、姉さんを愛することだけは止められない。ましてや、違うと決めつけることもできない」

　指は鎖骨を辿り、デコルテに。中心部分、心臓の部分で指を止めたノアは、愛おしそうにそこを手のひらで撫でた。

「姉さんは、自分が恋をするとか、誰かに愛されるとか、そういうことを考えたことがないんだね。人の恋愛ばかり見て、自分が主役になることを考えてもいない」

「……そういうことになるわね」

　何だろう。何なのだろう。

　ノアからいつになく妖しい空気が漂ってきている。怒っているのか、それとも考え込んでいるのか、はたまた楽しんでいるのか。

　まったく表情が読めないのだ。

「まいったな。僕を好きになると言わせる以前の問題だ。もっと違うことを教え込まなくてはいけないね」

「違うこと？」

　シャーロットは身体を起こすと、ひとつ瞬いて、聞き返す。

　どういう意味なのかと聞こうと開いた口は、次の瞬間、ノアの口に塞がれてしまった。

　シャーロットを食らうかのように開かれた口は、唇に噛み付く。口内に舌を挿し込まれ、容赦なく犯されていた。

　逃げられないように頭を抱え込まれながら。

「……ンっ！　んンっ！　んー！」

（キス！　ノアにキスをされている！）

　まさか、そんな！

　自分の身に起きたことが信じられなくて、シャーロットは懸命にノアの肩を押し返しながら抵抗する。けれども、一見すると服の上からは分からないが、鍛えられた彼の身体はビクともしなかった。

　緩急もない、ひたすら攻めてくる舌に、シャーロットは絶え間なく快楽を与え続けられる。

　じゅるじゅると唾液を啜られ、舌を吸われ、口内を舐ねぶられていると快楽が下腹部に溜まっていく。その快楽を発散できない分、シャーロットは苦しかった。

　ノアはシャーロットの口内をとことん攻めてくる。

　彼が巧たくみなのか、それともシャーロットが敏感になってしまったのか。

　軽い絶頂のようなものを感じて身体が震える。
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　ノアの腕を掴んだ手も、ベッドに放り投げられた足も痙攣し、それを伝えていた。

　ようやく唇を離されて、シャーロットは喘ぐように空気を求める。

　朦朧とした頭が思考を鈍らせ、火照った肉体が快楽を燻らせていた。目端からは涙が流れていて、みっともない顔になっていることだろう。

　それでも、なおもシャーロットの零れた涙を指で拭いながら、ノアは愛おしそうに見つめてくる。

「……凄いね、姉さん、口づけだけで軽く達してしまったんだ。身体が震えている」

「……うそ」

　口づけだけでもこんなに気持ちよくなれるなんて。自分の身体が信じられなくて、首をゆるゆると横に振った。

「精油のせいで敏感になっているとはいえ、ここまで感じてしまうとは……教えがいがあるなぁ」

　ふふふ……と微笑んで、ノアは再びシャーロットの唇を食む。

　また気持ちよくなってしまうと身構えてしまったためか、ただなされるがままになる。だが、与えられる刺激は心地よくて、もっとほしいと思ってしまえるもので。

　いつの間にか、彼の唇の感触に陶然とうぜんとする。

　上唇と下唇を交互に食むだけだったノアは、徐々に互いの唇の形を合わせるようにぴったりとくっつけてきた。チュッ、と音を立てては離れ、また重なる唇。

（……凄い）

　言葉にはできない感情がシャーロットを突き上げてくる。

　喜びか高揚感か、はたまた多幸感か。もしかすると接触が深まったことによってさらに官能が高まっただけかもしれない。

　けれども、ノアの口づけでシャーロットの中に溢れ出たのは、胸を焦がすほどに熱いものだった。

　何なのだろう、この気持ち。義姉弟でこんなことをして、本来なら不道徳だと嫌悪感を持ってもしかたないはずなのに。

　いけないことだと頭の中で分かっていても、嫌な気持ちがまったく浮かんでこない。

　――もっと……と強請ってしまいそう。

　大きくなってくるふしだらな感情を止められなかった。

「これから、たくさん教えてあげるよ。貴女は僕に愛されるべきだと。傍観者ではなく、これは僕と姉さんの物語。姉さんもまた主役だって分かるまで」

「……そんな、こと……」

　教えてくれなくてもいい。シャーロットはノアと義姉弟の関係のままでいいのに。

　それ以上を望んでいないのに。

　ノアは、無理矢理心を抉こじ開けるように唇を暴こうとしている。

「まずは口づけから。知っているよね？　口づけは好きな人にするものだって。つまり、僕は姉さんが大好きなんだ。今日はその想いを唇で感じて」

　舌で唇を舐めてくる。ここでだよ、と示すように。

「それに、黄色い花の精油で敏感になっているから、このまま放置していると姉さん辛いだろうしね。こうやって何度も快楽を得た方が、身体が早く楽になるよ」

「……我慢する……我慢するからぁ」

　だからこれ以上気持ちよくしないで、身体をおかしくしないでと懇願する。もっと深い絶頂が身体を襲ったら、どうなってしまうか分からない。

　シャーロットは未知の快楽に怯え、ノアに縋すがった。

「そうかな？　姉さん、随分と敏感な身体になってしまっているけど……我慢できる？」

「ひぅっ」

　ノアの艶めいた声が、シャーロットを追い詰める。肩を撫でる手が、鼓膜を揺らす声が、彼の麗しい顔が、シャーロットの官能を引き上げていく。

「ほら、これだけで感じてしまっているのに……大丈夫かな？」

　本当にこちらを心配しているかのような顔と口調で聞いてくるノアは、我慢は無理だろうと決めつけているようだ。

　実際、シャーロットの身体は今極限まで火照って、何をしても快楽を拾ってしまうほどに敏感になっている。このまま放っておかれて、ひとりで我慢するにしても身体の変化に対応できるかどうか。

　じぃっとノアに見つめられて、徐々に自信を失っていった。

　下手に反応してはいけない、感じてなどいないと見せるために平静を装いたいのに。

　如何せんシャーロットという人間は考えていることが顔に出やすい。

　よくノアに「姉さんが考えていることは何でも分かってしまうよ」と言われてしまうくらいだ。どれほど我慢を重ねても、平静さなど保てる気がしなかった。

「やっぱり、大丈夫じゃなさそうだね。僕に任せて。たくさん気持ちよくしてあげる」

　身を委ねて、と魔性の声で囁いてくる。

「……口、少し開けて」

「……ん」

　ノアの言葉に従って薄っすらと口を開ける。

　さらに繋がりを深くしてきた彼は、さらに奥を暴くように舌を捩ねじ込んできた。肉厚のそれが、シャーロットの口内を蹂躙していく。

　きゅっと目を瞑って受け入れていたが、ノアはつぶさにシャーロットの様子を観察している。こちらの反応を見て、舌で攻める箇所を変えては探っていっているのだ。

「……あ、今気持ちよかったでしょ？　身体がビクってした」

　クスリと笑いを含んだ言葉で辱められれば、シャーロットは素直に顔を真っ赤に染め上げてしまう。それはもう、ノアの言う通りだと暴露しているようなもの。

　だから、彼は見つけたシャーロットの弱点、舌の上と上顎を執拗に嬲なぶってきた。

「……ンん……ぁっ……あン……うぅ」

　口から快楽が駆け下りて子宮を疼かせる。その疼きは腰にまで響き、全身へとまた快楽を巡らせていっているのが分かった。

　ノアの舌が動くたびに、身体が跳ねる。抗うこともできず、精油で敏感になっているこの身体は余すことなく快楽を受け入れ増幅していく。

　ちゅく……ちゅく……という唾液が混ざる音ですらも、シャーロットの羞恥を煽り高揚感をもたらす。四肢で、五感で、ノアに与えられる刺激に応え反応していた。

　手首を掴んでいた彼の手が、ゆっくりと指を解き、シャーロットの手のひらを撫でつける。

　逃げる身体を押さえ付けるためだったそれが、いつしか快楽に喘ぐシャーロットを宥なだめるものに変わっていった。前髪を撫でつけ耳を弄いじる。

　まるでシャーロットを労わるような、慈しむような仕草に、義姉弟の家族愛ではない、彼の男性としての愛を感じてしまう。

　本当にシャーロットをひとりの女性として愛してくれているのだと、優しい手が教えてくれていた。

「……うンっ……ンん……ぅあ……っ」

　ノアの愛を意識した途端、ゾクゾクと迸ほとばしるものがシャーロットを貫こうとしているのが分かった。

　それをどうにか逃そうと身体を捩よじる。けれども上手く逃すことができずに、突き上げられるがままにシャーロットは絶頂を迎えてしまう。

「……ンんんっ……ぅンーーーーっ！」

　腰が痙攣し、肩が弾み、四肢が震える。自分の中で何かが弾けたような感覚に思考を奪われ、なおも舐り続けるノアの舌に翻弄されていった。

　先ほどよりもさらに深い絶頂に追い上げられたシャーロットの痴態を見て興奮したのだろうか、唇に当たるノアの吐息がさらに熱くなる。

「気持ちよかったね、姉さん」

「……ち、ちが、これは……」

　ノアの言った通りになってしまった自分の身体が恨めしくて、悔しくて、そして恥ずかしくて。何か言い訳をしようと思ったが、再びその口を塞がれてしまった。

　絶頂の余韻が燻っている状態での口づけは、さらに高みへと急激に近づけていく。

「……ダメ……ぁン……もぅ……ノア……ンんっ」

「たくさんたくさん気持ちよくなってね、姉さん」

「……まって」

　また達してしまう。これ以上快楽を与え続けられたら頭がおかしくなりそうだと、やめてほしいと懇願したが、ノアは聞き入れてくれなかった。

「大丈夫。今日は口づけだけだから怖がらないで。その他は……後日にね」

「……わかった！　わかった……からぁ！　少し待って……ノアっ……また……あぁ……また……うぅ……ぅンーーーー！」

「……はぁ……可愛い……僕の姉さん……僕だけのシャーロット」

　口づけをし、何度も達して、頭が朦朧としている間、ノアはことあるごとに愛を囁き、「もう僕のものだ」とシャーロットを腕の中に閉じ込められる悦びを口にする。

　別荘にふたりきり。

　ノアを男性として好きにならないと出られない檻。

　快楽を与えられ続けて、抗えなくなるまで溺れさせられて。

（……まさに『耽溺の檻』っ）

　義弟の重く濃厚な愛にとうとう意識を手離そうとした寸前、シャーロットはノアの仄暗い笑みを見て、明日の我が身を想像し慄いた。

















第二章












「おはよう、姉さん。朝だよ。僕たちだけの生活が始まって、二日目の朝だ」

　……何という清々しい爽やかな笑顔なのだろう。

　目覚めた瞬間に飛び込んできた、眩いばかりのノアの笑顔に目が潰れそうになった。気怠い身体にはことさら彼の煌びやかさは毒だ。

「……おはよう……ノア……」

　心なしか唇が動かしづらい気がする。

　昨日あれだけ唇を吸われたのだから、もしかすると腫れてしまっているのかもしれない。

　身体も怠いしできれば指一本動かしたくない。このまま二度寝してもいいかと思うほどに、シャーロットは明るいノアとは正反対に暗い。

「よく眠れた？」

「……分からないわ」

　眠ったというより、気を失ったと言った方がいいだろう。

　シャーロットのちっぽけな頭では処理しきれないほどの衝撃の事実と、性に未熟な身体では受け止めきれない快楽のせいで。

「昨日はごめんね。でも、姉さん、凄く可愛い顔を見せてくれるから止められなくて」

　謝罪の言葉を口にするものの、ノアの顔はまったく反省の色を見せていない。むしろ満足したと言わんばかりに満面の笑みを浮かべている。

　恨めしいやら、笑みに見蕩れてしまうやら、複雑な気持ちだ。

「お詫びに朝食をここに持ってきたよ。一緒に食べよう？」

　シャーロットのこめかみにキスをして、ノアはベッドから降りる。

　随分と前に起きていたのだろうか。部屋には朝食を載せたカートがあって、ノアはそこからティーポットを手に取りお茶を淹れ始める。

　上体を起こし、その様子をしげしげと見つめていたシャーロットは、豪勢な朝食に目を瞠る。そこには凝った料理ばかりが並んでいた。

　ノアは屋敷にはふたりきりと言っていたが、もしかして使用人を連れてきているのだろうか。本当の意味でふたりきりではないのでは？　と一縷いちるの光が射す。

「自分で作ったから口に合うかは分からないけれど、味見したとき屋敷の食事と遜色なかったよ。美味しいといいな」






　あのノアが自分で作ったなんて俄かに信じられず、冗談でしょう？　と笑い飛ばそうとした。

「このときのためにこっそり練習していたんだ。ふたりだけの世界に他の誰にも入ってほしくないからね。僕ひとりで姉さんの世話をできるようにしたくて」

　どうぞと差し出されたティーカップには、綺麗な琥珀色のお茶が注がれていた。濁りひとつない、完璧なもの。

「それにね、姉さんの身体に入るものは僕が作ったものだけにしたい。姉さんの血や肉、髪の毛一本に至るまで、僕が作った食事が姉さんの命を紡ぐ。――ここにいる間は僕が姉さんを生かしている」

　すぅっと仄暗い光が灯った瞳がシャーロットを貫く。

　思わず「ひっ」と悲鳴を上げそうになった。

「……そう思ったら練習がはかどってしまって。安心してね、姉さんがここにいてくれる限り不自由はさせないから」

「……ありがとう」

「ここにいてくれる限り」という言葉を聞いて、お礼を言う声が震えてしまった。どうやら想像以上のヤンデレに育ってしまったようだ、我が義弟は。

　慄きながら口にした食事はたしかに美味しかったが、あまり味を覚えていない。

（これは逃げるべき……なのよね？）

　すでに誘拐・監禁までされている。立派なヤンデレコース驀進中だ。

　そのうち無理矢理とか、調教とかとんでもないことに発展するのではないだろうか。ＢＬゲームのように。

　待っているのは、心身ともにノアに屈服したシャーロットが彼に永遠の愛を誓うエンドか、はたまたどこまでも屈しないシャーロットに焦れて、ふたりの愛を永遠のものにするために心中して終わるか。

　ヤンデレゲームのセオリー通りにいけばいくらでも結末は考えられるが、残念ながらここはゲームの中とは言え、シナリオ通りにはいかない生身の人間が生きる世界だ。

　ノアがどう動くかなんて一切分からない。

　今は従順になっておくべきか、それとも説得するべきか。

　シャーロットは食後のお茶を啜りながら考え込む。

「湯あみをする？　昨日そのまま眠ってしまったから、身体を清めたいでしょう？」

「それもそうね。そうできるとありがたいわ」

　こちらの思考を切るようにノアが顔を覗かせてくる。

　たしかに湯あみをしたいかもと思ったシャーロットは彼の言葉に甘えることにした。

「そうだと思って準備してあるよ」

　至れり尽くせりとはまさにこのことだろう。

　普段、お屋敷の使用人たちが身の回りのことをしてくれるが、ノア自らがやってくれることに面映ゆさを感じてしまう。

　先回りして何もかもを準備して、シャーロットの願いを叶えてくれる。これは所謂「スパダリ」というものではないだろうか。見方によってはそう思える。

　愛ゆえにしてくれることに少し感動を覚えてしまう。

「何から何までありがとう」

　胸が熱くなるのを感じながらベッドから降りようと足を動かした。

　――ジャラ……。

「…………」

　ところが、自分の足についているものを見て、身体が固まってしまった。

　金属の鎖がついた、革の輪っかのそれ。

「――――ノア……？」

　今目にしたものが信じられなくて、彼の方をそろりと見遣る。

　すると、ノアは悪びれた顔ひとつせずに言うのだ。

「だって、姉さん、絶対に一度は逃げようとするでしょう？　それが分かっているのに、何も手を打たないってことはしないよね」

　ぐうの音も出ない。

　ノアに逃げようとしていたことを見抜かれていた上に、その対策まですでに取られていたとは。

「……逃げないわよ？」

「姉さん、顔が嘘だって言っているよ」

「ダメよ、ノア……これ以上私の考えを読まないで……」

　分かりやすすぎる自分の顔を手で覆い、己の浅慮を嘆く。いや、ノアが敏さといのがいけないのか、それともシャーロットを知り過ぎている故のことなのか。

　だが、彼がシャーロットを知っているように、こちらもノアのことはある程度分かっているつもりだ。ここまで準備を重ねていたということは、説得しても安易には折れないだろう。

　むしろ下手な説得はノアを意固地にする可能性もある。

（どのみち逃げられないのなら、とことんまでノアと向き合うというのも手かしら）

　きっとここまでノアを追い詰めてしまった原因はシャーロットにあるはずだから。それを聞き出すのも解決方法のひとつと言えよう。

　動くたびにじゃらりと金属音が鳴る鎖と足輪を見つめ、引っ掛からないようにゆっくりとベッドから降りる。

「お手をどうぞ」

　歩きづらいだろうと配慮してくれたのだろうか。

　ノアはこちらに手を差し出してくれた。

「ノア、これを外してくれたら手を借りる必要はないのよ？」

「外すくらいなら、僕が抱き上げて移動させてあげるよ」

　そこまでしなくてもいいと言おうとしたが、その前に横向きに抱き上げられてしまう。

「うん、これならどこに行っても一緒だね」

　まるで、子どもがいつも一緒だよと可愛らしい約束をしているかのよう。実際のところは可愛らしいどころか重苦しいものなのだが。

「何なら、姉さんの身体も僕が洗ってあげようか？」

「……それはやめておきましょう、ノア。お願いだから私にもう少し猶予をちょうだい」

　隙があればシャーロットを自分に溺れさせようとしている。

　易々とノアの申し出を受け入れたら、また昨日のようなことが起きるかもしれないので警戒しなければ。

「あまりあげたくないなぁ、考える猶予とか。僕に流されて勢いのままこの手に堕ちてくれたらいいのに」

　大事そうにシャーロットの身体を抱きかかえたノアは、ゆっくりと浴室に向かって歩き出す。鎖はある程度の長さがあるようで、外すことなく入ることができた。

　ちらりと部屋の出口を見れば、少々距離がある。おそらく浴室に辿り着けても、部屋からは出られないように調整しているのだろう。

「ノアはそれで満足できるの？　私がその場の勢いで貴方と情を交わして、あとで気持ちが変わるようになったとしても、それでもいいの？」

　浴槽の前まで運ぶと、ノアは腰を屈めてシャーロットを下ろす。

　離れるのが寂しいのか、彼は目を細めて手を伸ばしてくる。シャーロットの顎を撫で、頬を辿り耳の後ろに手を回してきた。

　うなじを人差し指の腹でくすぐってくる。まるで昨日、肌の下に感じた快楽を思い起こさせるように。

「いいよ。それでもいい。誰かのものになるくらいなら、……ゲイリーに奪われるくらいなら、ひとつでも繋ぎとめられるものを作りたい」

「……ノア」

　切実で、真摯な声。彼がどれほどシャーロットに焦がれ、その心の内を押し隠していたのかが伝わってくるようだ。

「ここまでしているんだ。みっともなくても情けなくても、貴女の心を手に入れるために最後の最後まで足掻あがくよ、僕は」

　風呂に入る間は足輪を外してくれるらしく、ノアはしゃがみ込む。手に外した足輪を持ったまま、彼は浴室を去っていった。

　残ったのはシャーロットと、ノアの情熱的な言葉。

　そして、うるさいくらいに高鳴る胸の音だった。






（このままではノアに丸め込まれて、手中に堕ちてしまうわ）

　危機感を募らせたシャーロットであったが、こちらが自意識過剰だったのだろうかと頭を捻るくらいに二日目以降、ノアは手を出してこなかった。

　まるで屋敷にいた頃のように、一緒に食事をして話をして、そして寝る。ベッドは一緒だが、それを除けば何も変わらない日常のように思えた。

　ふと誘拐され監禁されていることすら忘れそうになる。

　今日の食事は口に合ったか、ゆっくりと眠れることができたか。ノアはしきりにシャーロットがここで快適に過ごせているのかを気にして聞いてくる。

　ここ最近は互いに忙しく、シャーロットはゲイリーのもとに嫁ぐために花嫁修業をしていたし、ノアは学園の総代表としての仕事に追われていた。

　ふたりがすれ違っていた期間を埋めるように話は弾む。

　ノアとはいつもこんな感じの距離感だったと思い返すように、義姉弟として過ごした期間をなぞるように。

「姉さん、相変わらず人参は苦手なんだね。料理に入れると毎回残している」

　作ってくれたシチューは、野菜がたくさん入っていた。

　人参だけ取り分けるように別皿に載せていたのを見て、ノアはくすりと微笑む。

　いい年していまだに人参が苦手なんて笑われても仕方ないだろう。けれども、恥ずかしさに俯いた。

「……ごめんなさい、せっかく作ってくれたのに」

「いいよ。多分食べないだろうなとは思っていたから。どちらかというと、僕、料理に人参が入っているのを見たときの姉さんの顔が好きで、それを見たくて入れていたから」

「わざと入れたのね？」

　人が嫌がる顔を見たいなんて、趣味が悪い。拗すねてねめつけてみせると、ノアはそれすらも楽しいとばかりにこちらを見つめている。

「ノアだって、昔はきのこが食べられなくて避けていたじゃない」

「今はもう食べられるよ。身体を鍛えるためにいろんな食材を口にしていったら、平気になった」

「『おいしくない～』って泣きべそをかきながら口に入れるのを拒んでいる姿、可愛らしかったのに」

「ごめんね。可愛らしいだけじゃなくなってしまって。やっぱり好きな人の前では、かっこいいままでいたいから」

　さらりと「好きな人」と言われてしまい、シャーロットはウっと言葉を詰まらせる。

　屋敷にいた頃のように義姉弟の会話ができていると安心していた。けれども、ふとした瞬間に、こうやってシャーロットへの想いを混ぜた言葉を口にしてくる。

　以前と同じだと思っていても、やはりどこか違う。

　そんなふたりの距離感に、もどかしくなってしまう。

「もしよかったら、手伝ってあげようか？　姉さんが人参を食べられるように僕がしてあげるよ？」

「……いいえ、遠慮するわ。私、食べられないままで構わないから」

「ふふ……そう？　優しくしてあげるのに。優しく、甘くしてあげるのに……ね？」

　けれども、ノアはもどかしさなど感じないのか、一気に距離を詰めてくる。

　フォークを持ったシャーロットの手を掴む。

　ノアはそれを動かし、皿の上にある人参にフォークを突き立てた。

「こんな感じにね」

　刺さった人参は、ノアの口に運ばれる。ゆっくりと咀嚼し飲み込み終わると、ぺろりと舌で唇を舐めた。

「人に食べさせてもらうのって、楽しいよね。特別美味しく感じる。姉さんもやってみたら、案外食べられるかもよ？」

　つまりはノアに「あーん」をされるということだ。どう？　と誘われたが、それこそ恋人同士がするような真似、恥ずかしくてできない。

　いや、こちらが悶絶するほど甘い雰囲気になってしまう予感がするからかもしれない。

「い、いいえ。自分で食べられるから大丈夫よ」

「そんなこと言わないで。一回試してみて」

　ノアは今度は自分のフォークで人参を刺すと、シャーロットの口元に持ってくる。

「やめて、ノア」

「姉さん」

　姉として毅然と窘めようと思ったのだが、ノアに期待を込めた目で見つめられたらそれ以上強気には出られなかった。

　彼のおねだりは破壊力がある。普段はしっかりとしているので甘えることはあまりないのだが、ときおり弟の顔をして甘えてくる姿は可愛らしく愛おしい。

　胸がきゅんきゅんして、何でも言うことを聞いてあげたくなる。

「……ずるいわよ、ノア。私が貴方のその顔に弱いことを知っているくせに」

「使えるものは使わないとね」

　意を決して口を開き、人参を口の中に入れる。

　十分に煮込まれ味が滲み込んでいるとはいえ、独特の風味はまだ残っている。シャーロットはそれが苦手で、いつも避けてしまっていた。

（せっかくノアが作ってくれたものだから……）

　本人を目の前にして残すのも悪いから。そう自分を励まし続けて、ようやく人参を飲み込んだ。それと同時にグラスの中の水を一気に煽る。

「よくできました」

　満面の笑みでノアが褒めてくれる。

　嫌いなものを食べさせられたけれども、たったそれだけで許せてしまうくらいに嬉しくもあった。

「ふふ……僕が手ずから作って、僕が自ら口に運んだ人参が、今から身体の中で消化されて血肉になっていくんだね。また僕の愛が姉さんの中に植え付けられていくと思うと、いろんなことがはかどりそう。ねぇ、姉さん、今度から食事は僕の膝の上に座ってしない？　全部僕が食べさせてあげるよ」

「へ、変なことに喜びを見出さないで！」

　思わず叫ぶ。

　少し、いや、結構思考が変態じみてきている。ここに来てからノアの言動が振り切ったものになっていると分かっていたが、ときおり恐怖を覚えてしまう。

　もしかして、シャーロットを一生鎖に繋いで、ふたりきりで屋敷に住むつもりなのだろうかと。

「でも、胸が高鳴ったでしょう？　ドキドキして、僕を意識してしまったでしょう？」

　テーブルの上に置いてあったシャーロットの手に自分の手を重ね、親指でこちらの親指の付け根を撫でてくる。

　そしてするりと手首の方に移動し、指の腹をグッと押し付けた。

「脈が速いね」

「……っ」

「もっとドキドキさせたくなるなぁ」

　ちらりとこちらを見るノアの瞳。まるで、獲物を狙う美しい獣のようだった。

　ゾクリと快楽に似たものが背中を伝い腰へと落ちてくる。

　ノアの瞳に、雰囲気に呑まれてしまったのか、身体が熱い。心臓が高鳴り、酩酊感に似たようなものまで襲ってきた。

「――シャーロット」

　くらり、くらり。シャーロットは近づいてくるノアの顔を見つめる。

　魔法にでもかかったかのように彼の魅力に逆らえず、求められるがままに口を寄せようとした。

　だが、寸でのところでグッと堪える。

　ノアの唇を手で塞ぎ、口づけを阻止したのだ。

「……もう食事の時間は終わりにしましょう」

　危なかった。危うくまた流されそうになった。

　気分を害した様子もなく笑って「分かったよ」と引き下がってくれたノアは、テーブルの上を片付け始めた。シャーロットもそれに倣って手を動かし始める。

「全部僕に任せてくれていいのに」

「いいえ。手伝えることは手伝うわ。誘拐監禁されているからといって、何もせずに見ているだけなのは性に合わないの」

　それに、このままとことんまで甘やかされていたら、ノアなしでは生きていけない身体にされてしまいそう。彼に依存して、彼に与えられるものに囲まれて満足する。

　きっと、ノアはシャーロットの期待以上のものを差し出してくれるのだろう。彼の性格を考えると一分の隙も無く。

　流され続けていたら、きっとノアの思惑通りになってしまう。そんな予感がする。

（しっかりするのよ、私）

　自分に言い聞かせながら、片付けを手伝う。皿をカートの上に乗せようとしたとき手が滑ってしまい、カシャンと音を立てて傾いてしまう。

　落ちないように咄嗟に手で支えると、同時にノアも手を差し伸べてきた。

　重なる手に驚いて、ノアを見つめる。

「大丈夫？　割れたりしていない？」

　優しい声で問いかけてくる彼に、シャーロットは眩暈がしそうだった。こんな些細な優しさに心を揺さぶられ、かき乱されるなんて。

　ノアの魔性の魅力は手強てごわい。

「ありがとう。大丈夫よ」

　カップを戻し、カートから一歩退く。触れられた手が熱かった。

「シャーロット、今夜も一緒に寝ようね」

　ノアが食器を綺麗に片付けながら言う。

　ここに来てからというものの、毎夜一緒に寝ているのに。何故改めてそんなことを言うのだろう。

　シャーロットは首を傾げたが、こちらに視線を寄越すノアの顔を見て悟った。

「……あ……うぅ」

　言葉を詰まらせ、顔を真っ赤にする。

　――つまりは、平穏な夜にはしないと宣言している。

　一日目の夜のような、いや、それ以上のことをするとノアは暗に言っていた。

　逃げることはできない。足の鎖がシャーロットをここに留まらせる。

「今夜は口づけだけでは終わらせないよ。いろんなところに触って、もっともっと僕を意識させたい」

　ノアの視線から逃れるように背を向ける。

　これ以上意識したくない。入り込まれたくない。

　もっと冷静に、自分の気持ちを見つめたいのに。

「――貴女を愛するひとりの男だとね」

　ノアは手を緩めてくれない。

　後ろから抱き着き、服の上から腹を撫でてきた。

「僕を愛してよ、シャーロット。そうしたら……ここに僕のをたくさん注いであげるから」

「……っ……ノアっ」

「中から子種が溢れるくらい、たっぷりとね」

　そのときを想像して、シャーロットは腰を疼かせた。

　ノアの屹立が自分の中を開き、奥の奥まで侵入してきて、何度も何度も穢していく。口づけで知ったあの快楽がシャーロットを苛み、どこまでも溺れさせてしまう。

　そんな淫らで、背徳的な想像を。

「ゆっくりと休んでいて。今夜は……ちょっと疲れさせてしまうかもしれないしね」

　こめかみに口づけをして、身体に絡まっていたノアの手が離れていく。

　人の気配がなくなり静寂が訪れた。

　シャーロットはようやく止めていた呼吸を再開し、息を思い切り吸い込む。荒い息の音が部屋の中に響く。

　――どうしよう。

　胸の高鳴りが止まらない。下腹部が切なく啼いて、口づけで教え込まれた絶頂を身体が思い起こそうとしている。

　身体の火照りはさらに酷くなり、自分でも制御ができなくなっていた。

（……夜が怖いっ）

　シャーロットは自分の身体を抱き締める。

　口づけだけでは終わらせないと言っていたけれど、たくさん触ると言っていたけれど、いったいどこまで？　ノアは今夜どこまで突き進むつもりなのだろう。

（聞いておけばよかった！）

　そうすれば心の準備くらいはできていたのに。まぁ、準備ができていたところで怖いのは変わらないのだが。

　ノアが変えていこうとする。

　シャーロットの身体を、心を。

　傍観者ではなく、愛される側の人間だと教え込むのだ。

　この間の口づけと同じように。それ以上に。

「よし、逃げよう」

　混乱を極めたシャーロットは、夜が来る前に足輪を外そうとあれやこれやと手を尽くした。

　ところが、よほど頑丈に作られているのか引っ張っても叩いても微塵も壊れることはない。革でできているから頑張ればとれるだろうという考えは甘かったらしい。

　やはりノアが持っている鍵でなければこの拘束は解けない。どこにも逃げることができないのだという現実を改めて思い知らされただけに終わってしまった。






　夕食を終えて身を清めて、寝巻のワンピースに着替えてノアを待つ。

　あの扉が開かれたら、どんなことをされてしまうのか。ノアはどんな手管を使ってシャーロットを堕とそうとしているのか。緊張と不安が高まる。

　ベッドに腰掛けたまま床に放り投げた足を小さく動かす。

　金属がぶつかり合う音は心地よくて、慰めにもなって気が紛れる。落ち着かない心は常に何か集中できるものを望んでいた。

　コンコン。控えめにノックする音が聞こえてきて、シャーロットは返事をする。

　扉の向こうからノアが現れて、迷うことなく真っ直ぐにこちらに寄ってきた。

「シャーロット、お待たせ」

　目の前までやってきて見下ろすノアは、仄暗いランプの明かりのもとで見ると妖艶に見えた。色気がいつも以上に溢れている。

　――こんな色気たっぷりのノアに今から……。

　そう思うと、彼の顔を直視できなかった。

「緊張しているんだね。可愛い」

　からかうように頬を指の背で優しく撫でてくる。

　くすぐったい。こういうときのノアの優しさも、こういうときに限って「シャーロット」と呼んでくるところも。

「大丈夫だよ。今日いきなりシャーロットの純潔を奪うってことはしないから」

　だが、あまりにもシャーロットが緊張しているのを見かねたのか、緊張を解してくれるようなことを言ってきた。

　てっきり、今夜で純潔を散らされると覚悟をしていたシャーロットは、思わず彼を仰ぎ見て本当に？　と視線で問う。

「もちろん、シャーロットが抱いてっておねだりしてくれたら、遠慮はしないけどね。むしろ、そういう状態にしてから抱きたいかな」

　隣に座ってきたノアは、こちらの顔を覗き込む。ずっと張りつめていた緊張の糸がプツンと切れ、シャーロットは情けない顔になってしまう。

「……じゃあ、今日はどこまでするの？」

「そうだな。服の上から触る……っていうのはどうかな？」

「服の上？　本当？」

「本当だよ。僕は一切シャーロットの服を脱がしたりしないし、破いたりも捲まくったりもしない。素肌に触らないと誓うよ」

「本当ね？　約束よ？」

「うん。約束するよ」

　念には念を押しておこう。ノアのことだから約束を破るということはよほどのことがない限りしないと思うが、それでも貞操の危機がかかっているのだ。

　逃げ出すこともできない今、彼と堅い約束を交わして守るしかない。

「もし破ったら、この足輪を外してもらうからね」

「いいよ」

　彼は自信ありげに頷いた。

　そう言えば、ノアは前回口づけをしたときも、妙に自信があるような言葉を口にしていた。実際、口づけだけで達してしまい、言いようのない快楽を得てしまっている。

　およそ初心者のそれではない。

（もしかして、誰かと口づけをしたことがあるのかしら？　……もっ！　もしかして、攻略対象のうちの誰かと?!）

　なるほど、それならば十分にありえる。

　シャーロットはその可能性に気付いた途端、気になって仕方がなかった。お相手は誰なのだろうかと、頭の中で想像しながら顔を真っ赤に染める。

　けれども、一方でノアが誰かと口づけしている場面を想像すると、腹の中が淀むような感じがした。

　シャーロットに愛を語るその唇で、愛をぶつけるような口づけをした唇で、他の人に触れたのだろうか。

「……あ、あのね、ノア。つかぬことを聞くけれども……その、貴方がはっきりと気持ちよくなれると言い切れるのは……誰かと経験があるから……かしら？」

　こんなことを義弟に聞くのも野暮な話だが、どうしてもこれだけは聞いておきたかった。

　ところが、ノアはムッとした顔をして、シャーロットの肩を押してきた。そしてそのままベッドに身体が沈み込む。

　こちらを冷ややかな目で見下ろすノアは、首元のボタンをひとつ外し寛げると、大きく溜息を吐いた。

「まだ分かっていないみたいだね、姉さん」

　仰向けになったシャーロットの身体を跨ぎ、彼は息が顔に吹きかかるほどに近づいてくる。

「僕は、出会ってからずっとこの心は貴女に奪われたままだ。貴女以外見ようとも思わないし話そうとも、ましてや触れようとも思わない。口づけなんか他の誰かとするわけないだろう？」

　真剣な顔だった。一切笑いも誤魔化しも含まれていない、真摯な答え。

「……ごめんなさい……変なことを聞いて」

　無神経なことを聞いたと反省する。

　けれども、正真正銘の初めてであんなに気持ちよくできるものなのだろうか。

（もしかして、ＢＬゲームの主人公だから？　未経験でも房事ぼうじが上手いのは主人公のお約束というものかしら？）

　なるほどそれならば納得できると、シャーロットは密かに安堵していた。

「でもどうしたの？　僕が他の誰かに浮気したことがあるか気になった？」

「そういうことではなくて、その……妙にノアの口づけが上手だったから気になったのよ。それに、私のことを気持ちよくできるって、自信をもっていたようだから」

　だからつい聞いてしまった。好奇心と、何故か溢れてきた不安に駆られて。

「そんなに口づけ気持ちよかったんだ」

「ちがっ！　そういうことを言っているのではなくて！」

　意図していない部分を取り出され揶揄われて、シャーロットは羞恥に悶えた。

　たしかに気持ちよかったけれど、今はそういう話ではない。けれども、暗にノアにそう伝えてしまったのも事実。

「でも気になるでしょう？　弟が知らぬ間に他の人とそういうことをしてしまっていたかもと思ったら、姉として聞かずにはいられないし」

「姉として？」

　本当に姉の好奇心だけで聞いてきたのかと、すぐさま問い詰められる。

　それだけではないと自覚していたシャーロットは口を噤つぐんだ。

　モヤっとしたから聞いてみたかったと、本音を口にする勇気はまだない。中途半端な気持ちのまま、ノアに期待を持たせるようなことは言えない。

「僕に自信があるように見えたのは、それはシャーロットが相手だからだよ。分かりやすいから、どこをどうすれば気持ちよくなれているか、手に取るように分かる」

「それであそこまで気持ちよくできるものなの？」

　シャーロットが分かりやすいのがいけないのか、それともノアが凄いのか。

「自分で言うのも何だけど、僕器用だからね。大抵のことは少し学習しただけでやり方が分かるし、応用もできる」

「こんなところでも優秀さを発揮しないで……」

　何てモテ要素がてんこ盛りの子に育ってしまったのだろう。フラグを折り続けてきたシャーロットには嬉しい話だが、相手が自分だというのはいまだに複雑だ。

「そういえば、僕も姉さんにひとつ聞いてみたかったことがあるんだ」

「何かしら？」

　今さらかしこまって聞くようなことがあっただろうか。ノアをどういう目で見ていたかという話を除いて、わりと何でも彼に話していたつもりだったが。

「前、ゲイリーとは口づけもしたことがない、清い関係だと言っていたけれど……心の方はどうなの？」

「え？」

「心だよ、心。ここ、ゲイリーに奪われたりしていない？」

　声を低くし、目を細めたノアは、指先で寝巻の上からシャーロットの胸の真ん中をなぞってきた。

　トントン、と心臓の上をノックされ、ここはどうなの？　と聞いてくる。

「だって、僕が他の男と話していると嬉しそうに目を輝かせていたくせに、ゲイリーだけは違ったよね？　僕から遠ざけようとしていた」

「……それは婚約者だから」

「本当にそれだけ？　もしかして、ゲイリーはシャーロットにとって特別なの？　婚約者以上の感情を持っていたりしていない？」

　たしかにゲイリーは特別だ。他の攻略対象とは違う。

　けれども、それはシャーロットの婚約者だからでも特別な思いを持っているからでもない。

　彼がＢＬゲームでシャーロットを殺した張本人だからだ。

　ノアに焦がれるあまりに邪魔な婚約者を殺してしまう、とんでもないヤンデレだからに他ならない。

　そうならないように、できればノアに惚れてしまわないように、今までゲイリーを引き離してきた、ただそれだけのこと。

　けれども、ノアの目には違う光景に映ったのだろう。シャーロットがゲイリーに好意を抱いていると。

「ゲイリーのために花嫁修業をして、結婚式当日は花嫁衣裳で綺麗に着飾って、――そして無垢な身体をあいつに捧げる。ゲイリーのものになるために準備を重ねるシャーロットを見ているのは辛かったよ」

　そこまで意識したことがなかった。

　ゲイリーとの結婚は、ノアを守るためのもの、そしてもうひとつは親が決めた義務だから。シャーロットにとってはそのふたつの理由だけで結ばれるものでしかない。

　愛情はない、形式上の結婚だ。

「貴女はあいつの下でどんな声で啼くのだろう、どんな顔を見せるのだろう、どこまで身体を許すのだろう。考えれば考えるほどに苦しくて、辛くて」

　まるで、心臓を握り潰されるかのようにね。

　そう呟くと、ノアはシャーロットのふくよかな胸を揉んできた。柔らかなそこは彼の手の中で形を変える。

「ノ、ノア！」

「約束通り、服の上から触っているよ、シャーロット」

　止めようとしたが、その前にノアが牽制をする。約束は守っているだろう？　と。

　彼の言う通り約束は守られているので、シャーロットは止めることはできない。自分の胸が揉みしだかれる感覚を味わいながら、熱い息を吐いた。

　どうして……どうして胸を揉まれているだけなのに、緊張とともに小さな快楽が生まれているのだろう。

　腰が疼いてしまっている。

　それに、子宮も切なくなってしまう。

「……んぁ……はっンん」

「そういう艶やかな顔も、可愛らしい喘ぎ声も、あのままだったらあいつしか見られなかった。僕は一生見られないのに、あいつは見られるなんて、許せなくて」

　両手で大きく円を描くように揉まれ、下から持ち上げられ揺らされたり。ノアは思う存分シャーロットの乳房を弄んだ。

「ここもこんなに硬くして。精油なんていらなかったくらい敏感だね、シャーロットは。でも、この敏感な身体もゲイリーに捧げようとしていたんだ」

「あうっ」

　夜着を持ち上げるようにぷっくりと勃ち上がった胸の頂を、ピンと指先で弾く。はしたなく尖ったそこは、刺激を受けてさらに硬くしこる。

「本当、攫ってよかったよ。そうはさせまいと誘拐してきたけど、シャーロットのよがる姿を見たらますますその想いが強くなった」

「……はぁン……そこ……やめ……あぁっ……やぁ！」

　ノアは両方の胸の頂を摘つまんで、グリグリと虐め始めた。しごくように、絞るように擦られるそこは、シャーロットに今までにない快楽をもたらす。

　服に擦れて摩擦が大きいせいだろうか、腰が浮くほどに感じてしまう。

　爪で引っ掻かれても、摘ままれて上に持ち上げられても、乳輪を焦らすようになぞられても、シャーロットは気持ちよくて仕方がなかった。

　身体を捩るたびに、鎖がジャラジャラと音を立てる。

　ひときわガシャン！　と大きく鳴ると、自分がどれほどよがっているのか知らされているような気がした。

「摘ままれるのも好きだけど、擦られる方が好きだよね？」

「……し、知らない」

　言っていた通り、シャーロットの様子を観察して、どこが最も感じるのか、弱点はどこなのかを見つけているようだ。

　悔しいがその通りだ。

　けれども認めたくなくて、知らない振りを決め込む。

「ひぁっ！　……ダメっそんなぁ……あぁっ……」

　ところが、ノアは指の動きを激しくしてきた。親指と人差し指で頂を挟み強く服に擦り合わせる。

　まるで、本当のことを言わない罰かのように。

「気持ちいいよね？　こっちの方が好きでしょう？　シャーロット」

　先ほどの比ではない。鎖がうるさいくらいに鳴っている。

　腰が大きく浮き、ビクビクと跳ねあがる。子宮が切なくて、秘所からも蜜が溢れてきているのが分かる。

「僕に教えて、シャーロット。……こうされると気持ちいいよね？」

「ンん……ンーーっ！　……はぁ……ンぁ……きもち、……いいから……もう……」

　降参して気持ちいいと口にすれば、ノアはパッと手を離して満足そうに微笑む。

「教えてくれて嬉しい。これからもこうやって教えてね。シャーロットの気持ちいいところ。たくさん気持ちよくしてあげたいから」

「……言わなくても、見れば分かるんでしょう？」

「でも、シャーロットの口からも聞きたいから」

　チュッとシャーロットのこめかみにノアが唇を落としてくる。素直に言えたご褒美をくれるように、何度も啄み唇で愛でてくる。

　案外、こうやって口づけを落とされるのは好きだった。

　優しいキスがたくさん降ってきて、シャーロットの心を優しく労わっているかのよう。

　頬にも、鼻の頭にも、口の端にも。

　中途半端に昂った快楽が宥められていくような気がした。

　ところが、優しい唇は対照的に、ノアの手は違ったらしい。下腹部に下りてきて、ワンピースの上から股の間に潜り込ませる。

「あっ！　待って……そこはっ」

「服の上から、ね？」

　秘所に手を添えたノアは、しぃーと人差し指を唇に押し当てて黙らせた。

　手のひらを使って秘所全体を揉むように上下に動かしていく。

　ソワソワと落ち着かない感覚が背中をくすぐって、シャーロットは小さく喘いだ。

　服の上からとはいえ、そこを異性に触られるのは抵抗がある。自分でも触ったことがないのだ、他の誰かに自分のすべてを委ねているような気分になってしまう。

「……ふぅ……っ」

　先ほど胸を虐められたことで滲み出てきてしまった蜜が、下着を濡らし音を立てる。ノアの手が動くたびに、クチュクチュと卑猥に鳴るのだ。

「凄い……濡れているのが服の上からも分かってしまうね」

「……言わないで」

　淫らな身体が恥ずかしい。消え入るような弱々しい声で懇願すると、ノアは唇に軽くキスをしてくれた。

　彼の指は、濡れて貼り付いた下着をぐいぐいと押し付けてくる。

　秘裂を割り開き、指三本で蜜口を擦ってくるのだ。寝巻のワンピースと下着、布二枚隔てても彼の指の存在感を感じてしまうほどに強く、大胆に。

「……あぁ……ぁンぁっ」

　直接指を挿入いれられているわけでもないのに、大きな快楽が襲ってくる。

　さらに蜜は垂れ続け、下着どころかワンピースにまで滲んできた。もうノアの指も蜜で穢れてしまっているのかもしれない。

　けれども、彼の攻めはこれだけでは終わらなかった。

　快楽を得て、赤く熟れて腫れあがった肉芽を虐めてきたのだ。カリカリと爪で引っ掻いてくる。

「ひぁあっ！　あぁっ！」

　強烈な刺激が抗いがたい快楽をもたらす。

　シャーロットはあられもない声で喘ぎ、咽むせび泣いた。

「そういえば、聞いていなかったな。……ねぇ、シャーロット、結局のところゲイリーのことは好きだったの？　僕より特別？」

　苛むように肉芽を擦りながら、シャーロットの顔を覗き込んできた。

　強すぎる快楽に戸惑い、どう対処していいのか分からず、シャーロットの眦に涙が滲む。それを舌で舐め取るノアは、また聞いてくる。

「シャーロット、教えて。貴女の口からはっきりと聞きたい」

「うぅ……んぁっ……ひぅ……ンぁっ」

　教えてと言われても、こんな状態ではまともに言葉を紡ぐこともできない。口を開けば出てくるのは意味を成す言葉ではなく喘ぎ声だ。

　よしんば言えたとしても、せいぜい単語だろう。

　だから、懸命に首を横に振った。

　これで伝われと念じながら。

「首を横に振るだけじゃあ、分からないよ」

（意地悪！）

　わざと言わせないようにしているのだろう。

　口で言ってと言いながらも、まだ言わせるつもりがない。

　なおも彼の指は肉芽を擦り、シャーロットを攻める。

　身体の中を大きな何かがせり上がってくるのを感じて怖くなったシャーロットは、もう勘弁してほしいとノアに縋る。

　彼の首に腕を回し、思い切り抱き着いた。

「……っ」

　耳元で息を呑む音が聞こえてくる。

　構わず叫んだ。

「……好きじゃない……ゲイリーのことは、好きじゃないから！　ノアより特別なんてことは全くないからぁ！　……だからもう……意地悪しないでぇっ」

　ノアよりゲイリーの方が特別なんて、そんなことあり得ない。

　いつだって、シャーロットの中心はノアだった。

　彼を守るために、ゲイリーの傍にいただけだ。

　ノアの幸せを守るために、婚約だってしたのに。

　――そんな風に責められたら悲しくなってしまう。

「……本当？　僕が一番？」

　ノアは優しい声で問いかけながら、シャーロットの背中に手を回し、ぎゅっと抱き締めてくる。

「一番よ。貴方以上はどこにもいないわ、ノア」

　ぐちゃぐちゃになった頭で口走れば、彼は目を見開く。

　そして、瞳をぎらつかせ、怖いくらいに真顔になって息を荒くした。

「……本当に、貴女という人は……」

「やぁっンっ！　……な、ヤダぁ！　ダメダメダメぇ……っ」

　ちゃんと口にしたのだから止めてくれると思ったのに、ノアは先ほどよりも激しく秘所を攻めてきた。

　肉芽も蜜口も同時に弄り、シャーロットを一気に追い上げる。

　あっという間に快楽が弾けた。頭の中が真っ白になり、一瞬気をやってしまう。

　長く深い絶頂のあとにようやく身体が弛緩したシャーロットは、くたりとベッドに身を投げ出した。汗だくになり、服が身体に貼り付いてしまっている。

（服の上からだと侮あなどっていたわ……）

　自分の迂闊さを嘆く。直接肌を触られなければ問題ないだろうと、何故安易に思ってしまったのか。

「大丈夫？」

　ノアが心配そうに眉尻を下げている。

　先ほど、怖いほどに欲を滾らせた顔を見せた人とは思えないほどだ。

　――あの雄を剥き出しにしたノアの顔は、凄かった。

　頭の中で反芻しては心を奪われる。ドキドキして、胸が苦しくて、もっと、見ていたかったと惜しむ気持ちも生まれてきた。

（私、ノアにあんな欲に塗まみれた目で見られているのね）

　そう思うと、自分が別物になったような気分になる。特別な自分に。

　ノアがそうしてくれているのだ。

　特別だと分かってほしいと教え込まれている。

「ノア……」

　手を伸ばし、彼の顔に触れようとした。

　どうしてか無性に触れたくなって、そのぬくもりを感じたくなって。

　触れたノアの頬は温かくて、心地よくて、幸せな気持ちがぶわりと溢れてきた。

　彼もその手に自分の手を重ねて頬擦りする。

「もっとっておねだり……？　もちろん大歓迎だよ」

「……え？　えぇ？」

　そうでないと言おうとしたが、ノアが服の上から胸の頂に吸い付いてきて、言葉は喘ぎ声によって掻き消されてしまった。

「今夜は長くなるって言ったでしょう？」

　今度は手ではなく、口や舌で服の上から全身を愛でられた。

　幾度もイかされ、散々愛を囁かれ。

　シャーロットはまた一晩中、ノアの愛を思い知ることになる。

　けれども、前回と違うのは、愛を受け取っても戸惑いばかりだったものが、今回はそれだけではないということ。

　確実にシャーロットの中で何かが芽生えていっているのだ。

「――愛しているよ、シャーロット。僕だけのシャーロット」

















第三章












『僕だけのシャーロット』

　それはまるで、魔法の言葉のようだった。

　脳内で麻薬のようなものが巡っては思考を鈍らせていく。快楽物質が脳を侵し、目の前にいる人のことしか考えられなくなっていく。

　ノアとの夜は、毎晩ではない。

　約束通り、服の上からしか触らないし、素肌にも触れない。

　それでもシャーロットは、ノアに触れられるたびに快楽を覚え、女としての悦びを教え込まれた。こちらがもう十分分かったからと言っても、まだまだ足りないとばかりに。

　ノアはきっと、シャーロットの口から決定的な言葉が出るのを待ってくれている。

　出たら、彼は最後まで抱くのだろう。

　抱かれたら、貴族令嬢は純潔を捧げた相手と結婚するのが習わしであるこの世界、シャーロットはノアと結婚することになる。

　だが、そもそも、ふたりの結婚は許されるのだろうか。

　血は繋がっていないのだから倫理的に許されるのだろうが、体裁はどうなのか。

　我が家の恥になると父が許可しないかもしれない。

（家の名誉を守るために、私はノアと一線を越えない方がいいのかもしれない）

　もし、ノアとシャーロットの関係が、周りの人間を不幸にするのであれば、身勝手なことはできない。

　……けれども、ノアと一緒にいると、理性が溶かされてしまう。

　ふたりだけの世界に閉じ込められて、互いしか見えない状況に置かれて。異常だと分かっていても、いつしかこれが正解であるかのように錯覚するようになる。

　ノアの愛を受け入れて、身体を躾けられて。

　もうどうなってもいいと口走ってしまいそうになる自分が怖い。

　いや、何よりこのままノアの傍に居続けることが怖いのだ。

　確実にこの心は惹かれている。

　義弟としてではなく、ひとりの男性としてノアに魅力を感じていた。

　愛されることに喜びを覚え、触れられることに飢えて、「シャーロット」と呼ばれることに焦がれて。

　ノアはシャーロットをひとりの女性として愛してくれているのだ。

　そろそろ、シャーロットが攫われてひと月が経つ。

　両親に旅行に行くと伝えてあるとはいえ、長い間帰ってこなければさすがに心配するだろう。

　どうにかこうにか帰るようにノアを説得できればいいのだけれど。

　けれども、説得材料としては結局ノアを愛して、心からの言葉を告げることだ。頑固な彼はそれでしか解放してくれない。

　とりあえず嘘でも「愛している」と言って、その場を取り繕うことができれば簡単なのだろうが、如何せんシャーロットは嘘が苦手だ。

　特にノア相手では嘘はすぐに見破られてしまうのは分かり切っているし、きっと上手くいかないだろう。

　――それに嘘で言っていい言葉じゃない。

　そんなことをしたら、ノアを傷付けてしまう。怒られるのは耐えられるが、ノアを悲しませるのは耐えられない。

（どうするのが正解なの……）

　今までは正解があった。

　ゲームの流れを知っているシャーロットにとっては、未来は確定事項で、どう動けばどういう展開になるかおおよその予測ができたからだ。

　けれども、ＢＬゲームの主人公であるノアが、攻略対象たちの中から恋のお相手を選ぶのではなく、もっと言えばハーレムを作るのでもなく、たったひとり、義姉のシャーロットを愛してしまうなんて予測できなかった。

　正解がほしい。

　でも、これは誰かに正解を求めてはいけないのだ。

　シャーロット自身が結論を出さなければならない。






「外に出たい？　シャーロット」

　監禁されて、一ヶ月ほど経ったとき。

　ぼんやりと窓の外の景色を眺めていると、ノアが不意にそう聞いてきた。

「え？」

　あまりに不意打ちの質問だったため、思わず聞き返す。

　――外？

「……出てもいいの？」

　監禁の身である自分がそれを許されるのかと、驚いてしまった。

「もちろん、僕と一緒だけれど。近くの村で収穫祭が開かれるって、この間食材を配達しに来てくれた人が言っていたんだ」

「収穫祭！　じゃあきっといろんな料理が出店で振る舞われているわね！」

　何て素敵な催しだと、シャーロットは喜ぶ。しかも、それに行こうとノアが誘ってくれるなんて。彼の気遣いにも感動してしまう。

「それで？　どうかな？　一緒に行く？」

「行く！　行くわ！」

　断るはずがないと、ひとつ返事で誘いを受け入れた。

「ここら辺は、どんなものが採れるのかしら？　果物？　野菜？　特産品が何かノアは知っている？」

「比較的いろんなものが実るようだけれど、この時期は林檎りんごが多く採れるみたいだよ」

「林檎！　ますます楽しみだわ！」

　久しぶりに外に出られるというだけで心が弾むのに、さらに豊富な食材を楽しめるとなると期待しか湧いてこなかった。

「じゃあ、明日行こう」

「ええ！　明日が今から楽しみだわ！」

　その場で飛び跳ねて踊り回りたい気分だ。

　別にノアとふたりきりでこの屋敷にいても退屈するということはないが、やはり「閉じ込められている」という感覚がある限り、自由は魅惑的なものに思える。

　よくよく考えてみれば、ノアとふたりで出かけることも久しい。

　昔はよくふたりで出かけては、買い物をしたり散歩をしたりしていたのに。その頃を懐かしんで、シャーロットは密かに微笑む。

「あ！　でも、明日はこの鎖を外してくれる？　さすがにジャラジャラと鎖を引きずったままでは歩けないもの」

　そんな恰好で村の中を練り歩いたら、変態プレイの真っ最中だと勘違いされてしまう。

「もちろん。足輪も外してあげる。……でも」

　ノアは椅子から立ち上がり、シャーロットの足元に跪く。

　枷がついた足を手に取ると、目の前に掲げた。

　革の足輪を撫で、そこに口づけをしてきた。

「……いつでもここに枷があると思っていて。貴女を鎖で繋ぎはしないけれど、その心は僕に囚われたままで。……お願い、シャーロット」

　外に出たら、鎖には繋がない。

　けれども、逃げ出さないでいてほしいとノアはシャーロットに乞う。

　足輪を外してしまえば、ノアはただシャーロットに信頼を寄せるだけしかできない。

　どうか裏切らないでくれと、彼は跪いて願うのだ。

「……分かった。分かったわ、ノア。逃げないわ」

　だから、顔を上げて立ち上がって。

　シャーロットはノアの顎に手をかけてこちらを向かせると、彼は酷く安堵した顔をしていた。

「嬉しいよ、シャーロット。きっと楽しい一日になる。ううん、そうさせてみせるからね」






　用意のいいノアは、シャーロットのお出かけ用のワンピースも準備してくれた。

　貴族令嬢は着ることはない、エプロンがついたドレスと編み上げのブーツ。村娘たちが着るような飾りも何もついていない簡素なドレスは可愛らしかった。

（地味な服が似合うわね、私）

　鏡の前でくるりと回りながら確認する。

　きっと、村の中にいても上手く溶け込めるだろう。地味な自分にはぴったりだ。

「――本当、貴女は可愛らしいね。そのドレス、そんなに気に入った？」

　部屋にやってきたノアは、どうやら鏡の前で回っていた姿をこっそりと見ていたらしい。入り口の柱に凭もたれかかりながらこちらを見つめていた。

「み、見ていないで声をかけてよ」

　ひとりではしゃいでいた姿を見られていたなんて恥ずかしい。

　ムッとむくれながら振り返ると、シャーロットはギョッと目を剥いた。

（隠し切れない高貴なオーラ！　村の若者を装っているのだろうけれども、まったく隠しきれていない美貌とスタイルの良さ！　圧倒的美！）

　茶色のトラウザーズとジレ、薄青のシャツに着替えたノアを見て、シャーロットは驚きを隠せない。内から滲み出る気高さは、やはり庶民服をまとっていたとしても色褪せるものではないらしい。

　感動のあまり、震えてしまった。

「大丈夫？　シャーロット」

「……だ、大丈夫よ……ちょっと動揺してしまって……その、慣れるまで時間がかかるから」

「慣れる？　毎日一緒にいるのに」

　あまりの眩さに目を逸らしながら、少し距離を取ってほしいと手で押しとどめる。

　そんなシャーロットが面白いのか、ノアは意地悪く近づいてきた。

「……待って、ダメよ、格好よすぎる」

「驚いたな。こんな地味な格好が好きなの？」

　たしかに、貴族が着るような高級で煌びやかな服も素敵だし、ノアの美しさをさらに輝かせるものであるのだが、今の姿はギャップが凄いのだ。ギャップに心を貫かれていると言ってもいい。

　地味な服なのに、顔がいい。服が簡素な分、ノア自身の美しさが際立つのだ。

「……ノアが着るのであれば……どんな格好でも……」

　いつもと違う格好であるということだけで、心が打ち震えてしまう。

　今まで、前世のこととか、ノアを陰から支え恋愛模様を観察することを趣味にしているのは、隠さなければならないと自分を自制してきた。

　あくまで自分は義姉であり傍観者であると言い聞かせて。

　ところが「貴方以上はどこにもいない」と口にしてしまったおかげで、どうやらシャーロットの箍たがが外れてしまったらしい。

　ノアへの思いがすぐに漏れ出してしまう。

　それに、ノアが毎夜シャーロットを素直にさせてしまうから。

　口を噤むことを許してくれず、何でも言ってほしいと強請る。快楽で攻めて、甘さで包んで、シャーロットの理性をぐずぐずに溶かしてしまった。

　ところが、ノアはそんなシャーロットでもまったく嫌ではないらしい。

　むしろ本性を見せてくれたのが嬉しいと言ってくれる。

　シャーロットにとっては、恥ずかしいできごとではあったが、受け入れられて安堵した。

「さぁ、行こうか」

　ノアは足輪の錠を鍵で外し、シャーロットを自由にする。

　どうぞ、と肘を差し出され、おずおずとそれに手をかけた。何故か、気恥ずかしくて照れてしまう。何度もやってきたことなのに。

　けれども、どこか嬉しいと思っている自分もいて。

　落ち着かない心地で外に出た。

「……わぁ……久しぶりの外は気持ちいいわね」

　太陽の光が直接肌に当たる感触、草木の匂い、風が当たる心地よさ、地面を踏み締める音。何をとっても気持ちいい。

　村まで少し歩くが、構わなかった。

　ゆっくりとノアとふたりでその道程を楽しみたい。

　村に近づくにつれ、道が大きく開け民家も見えてきた。

　そして鼻腔に届く美味しそうな匂い。楽しそうな喧騒。

　そのどれもがシャーロットの心をときめかせた。

　各家で、収穫できた食材を使って軒先に並べて販売しているらしい。

　ワインにパイに骨付き肉、木の実入りのクッキーにパン。目移りしてしまうほどの料理の多さに、どれから食べようかと迷ってしまった。

「ねぇねぇ、ノア！　どうする？　何を食べる？」

　ノアの腕を引き、はしゃぎながら聞く。

「そうだな……せっかくだから林檎酒から飲んでみない？　ここの特産品だし」

「そうね！　そうしましょう！」

　ふたりで決めるとさっそく林檎酒が売られている店までやってきた。

　林檎酒だけではなく林檎を絞ったジュースも売っていて、どちらにしようかと迷ったが、林檎そのままの味を楽しみたいとジュースをお願いする。ノアも同じくジュースにしたようだ。

　お金を払って受け取ると、待ちきれずに一口飲む。

　芳醇な香りと甘みの強い味わい。だが、決して甘いだけではなく、酸味もしっかりあって喉越しもいい。「美味しい」と感激しノアを見ると、彼もこちらを見下ろしていた。

「凄く美味しいわね、ノア！」

「うん。そうだね」

　来てよかったねと微笑めば、ノアも微笑む。

　あまりの美味しさにごくごくと飲んでいると、その様子を彼がじぃっと見つめているのが分かった。

「どうしたの？　私の顔ばかり見て」

「ううん。美味しそうに飲むシャーロットが可愛くていつまでも見ていたいなって」

「……み、見たって何も面白くないのに」

　公の場であるのに歯が浮くような言葉で愛でられて、シャーロットは頬を赤く染める。そんな些細なことに喜びを見出してくれるなんて。

　――林檎よりも甘い。

　ノアの甘さに酔ってしまいそうだ。

「だって、その喜ぶ顔が見たくて誘ったんだから、たっぷりと堪能しないとね」

「私のためを思ってくれたのは嬉しいけれど……」

　そう言い淀みながら辺りを見渡しハッとする。

　凄い数の視線がノアに注がれていたのだ。

（……わぁ……皆がノアに見蕩れている）

　村中の全女性の視線を集めてしまっているのではないだろうか。女性たちは赤らめた頬を隠すこともなくノアを見つめている。

　当の本人は気付いていないのか、それとも無視をしているのか。真っ直ぐにこちらを見つめて意にも介さない。

　見蕩れてしまう彼女たちの気持ちがとてもよく分かる。

　ノアは今までもこうやって周りの人間の耳目じもくを集めてきた人だ。

「あの、ノア……他のところも見てみようか」

「喜んで」

　このまま視線の集中砲火を受け続けるのは居た堪れない。

　きっとシャーロットのことなど視界に入っていないのだろうけれど、あまりいい気分ではなかった。

　エスコートするようにまたノアは腕を差し出してくれ、それに手をかける。

　そうすると、今度は嫉妬の視線がシャーロットに向けられた。

　突き刺さるような視線の意味は嫌でも分かってしまう。

「貴女、そのイケメンの何？」と言いたいのだろう。

　貴女、その人に不釣り合いですけども？　と。

　ギュッとノアの腕にしがみ付いてくっつくように歩いた。今はそんな失礼な視線に負けたくなかった。

　ふたりでいろんな露店を回って見る。骨付き肉やパイを食べ、持ち帰り用にクッキーを買った。ノアは食材も一緒に調達したようだ。

　ちょっとしたゲームもあり、射的を楽しんだあとは少々疲れてしまったのか、喉の渇きを覚えた。

「林檎ジュース買ってきてあげるから、ここで休んでいて」

　気を利かせてくれたノアは、シャーロットをベンチに座らせて、待っていてと言って先ほどのお店に足を向ける。

　その後姿を目で追いながら、ノアの動きを観察していた。

　すると、まるで吸い寄せられるように若い女性たちがノアに近づいていく。話しかけようと追いかけている人、近くでその姿を見ようとしている人。いろんな人たちが団子状になってノアを追いかけていく。

（……懐かしい光景）

　ノアの周りではあれが日常だった。学園では女性だけではなく男性も彼の虜になり、視界の中に入ろうと躍起になる。

　いま改めて思うと、凄い人を義弟にもったものだ。

　そんな人が、ただひとりシャーロットだけを愛し、見つめているなんて。

　俄かに信じがたい。

　けれども、他の人たちを「その他大勢」としか見ていないノアが、シャーロットを「ひとりの女性」として見てくれていることが嬉しい。

　多分、それは姉としてではなく、「女性」として喜びを感じているのだ。

　以前はああやって囲まれていても、「さすがノア！　モテるわね！」と誇らしい気持ちでいたが、今はどうだ。もやもやしか生まれてこない。

　ノアが意にも介していないのが分かるから落ち着いていられるが、もし彼が彼女たちの声に耳を傾けていたら無理だっただろう。頭に血が上ってしまっていたはずだ。

　どうしてこんなにもやもやしているのか。

　自分でも感情が制御できない。

　ノアは女性たちに話しかけられても返さず、黙々と林檎ジュースを買ってこっちに戻ってくる。

　無視をされてもつれなくされても数人の女性はノアについてきて、懸命に話しかけていた。

「お待たせ」

　ノアはシャーロットしか見えておらず、林檎ジュースを渡してくる。

　針の筵むしろに座るような心地でお礼を言ってそれを受け取る。

　すると、ノアは隣に腰を下ろし、シャーロットの腰に手を回してグイっと引き寄せた。

「皆、紹介するね。この人が僕の最愛の恋人・シャーロットだよ」

（こ、恋人?!）

　私たちもうそうなってしまっているの？　とノアの恋人宣言にシャーロット自身が戸惑う。

「君たちがどれほど僕に話しかけようとも、視界に入ろうとも、この人しか興味がないんだ。ごめんね？」

　その場の空気が一気に凍っていくのを肌で感じた。

　ひとり、またひとりとその場を去り、ふたりきりになる。

　隣から小さな声で「ようやくいなくなった」と聞こえてきて、シャーロットは苦笑いをするしかなかった。

「美味しかったね。僕、林檎酒もあとで買って帰ろうかな」

「そうね」

「あの骨付き肉の味付けも教えてもらいたいけど」

「きっとノアがお願いしたら教えてくれるわよ」

「シャーロットもあの味好き？」

「ええ、そうね」

「……どうしたの？　シャーロット。俯いて」

「……いえ、何でもないの」

　ノアの顔を見ずに言葉を返すシャーロットを不審に思ったのか、心配そうに声をかけてくれる。顔を上げることができずに、シャーロットはゆるゆると首を横に振った。

「顔を見せて、シャーロット」

　だが、ノアは許してはくれず、シャーロットの顎に手を添えて上を向かせる。

　シャーロットの顔を見た瞬間、ノアは嬉しそうに微笑んだ。

「……あまりじっくりと見ないで」

「見るよ。だって、僕のせいでそんな顔になっているんでしょう？」

　悔しいが、否定したいがその通りだ。

　ノアに「恋人」と言われて舞い上がった。彼が本当にシャーロットしか目に入っていないのだと実感して安心した。女性たちに秋波を当てられている姿を見て、嫉妬もしていた。

「今、自分でどんな顔しているか……分かっているよね？」

　――分かっている。

　嫌でも自覚していた。

　だから見せたくなかった。

　どうしようもないくらいに感情が溢れて、取り繕うことができなくて。

　自分の気持ちにようやく気が付いた。

「凄く僕のことが大好きって顔をしているよ、シャーロット」

「……言わないでぇ」

　感情の波が大きすぎてついていけない。

　涙が溢れて、情けないどころかみっともない顔になってしまっている。

　たった今自覚したばかりの感情に対処しきれない。

「好き」というものが、「愛」というものが、こんなに強くて激しいものだと思わなかった。振り回されて、感情がぐちゃぐちゃになって。

「姉」では決してありえないもの。

「ほら、もう観念して。――その口で僕を愛していると言って」

「……うぅ～」

　言っていいのだろうか。

　本当に、言ってしまっても許されるのだろうか。

　ノアの胸に飛び込んで、正直になって。

　もう姉ではいられないと、ひとりの女性としてこれからも愛し続けてほしいと叫ぶことが許されていいのか。

　失うものを考えて怯えて。

　シャーロットは惑う。

　だって、怖い。

　姉のままならば、一生ノアを失うことはない。

　姉という揺るがないポジションに甘んじていれば、傷つくこともないしノアに嫌われることもない。安全圏の中から彼を見守っていける。

　でも、もし彼の恋人になったのなら。

　安全圏の外に踏み出してしまったら。

　きっとこれからいろんなことが待ち受けている。

　ノアと喧嘩をするだろう。姉弟喧嘩ではなく、男女としての喧嘩を。

　そのたびに傷つけあうかもしれない。もしかしたら別れてしまうかも。

　――ノアに嫌われてしまうかも。

　彼が心変わりをすることだってある。何かのっぴきならない事情で別れることになるのかも。

　恋人になるということは、それらに怯えて生きていかなければならないということだ。

　姉ならば、一生感じない恐怖を。

「……ノア……私、怖いの……」

「うん、分かるよ。僕と今までと違う関係を築くんだ。誰だって怖い」

　ポロポロと大粒の涙を零しながらシャーロットは泣く。

　ノアはその顔を愛でるように両手ですくい、優しく微笑んだ。

「でも、僕は信じている。今までと関係が変わっても、貴女とだったらそのたびにいいものに変えていけると」

「……うん」

「だから、僕を信じてほしい。僕だけを見て、僕の言葉だけに耳を傾けてほしいよ、シャーロット。貴女を傷つけない。そんなことしないし、他の誰にもさせないから」

　何て強い言葉なのだろう。

　迷いも曇りも一切なく、真っ直ぐにシャーロットの心を掴んでくる。

　ノアは最初からそうだった、別荘に来たときも、ずっと迷いを見せない言葉をシャーロットに投げかけてくれていたのに。

　きっとシャーロットが臆病だったから、信じきれなかった。

　恐れが渦巻いて、変化を怖がってしまっていたのだ。

「僕を信じてくれる？」

「……ええ」

「弟ではなく、ひとりの男として信じて」

「……ええ。そうね、貴方を信じるわ、ノア」

　心からの言葉を口にすると、額に優しいキスをされた。






　手を繋ぎながら別荘に帰り、夕食をとったあとノアに「また夜に」と言って別れる。

　彼は帰ってから再び足輪に繋げることはしなかった。自由に屋敷内を歩き回れるし、もっと言えば外にも出られる。

　けれども、今はもう、逃げようとも思わない。

　義姉弟で恋人になり、社交界で後ろ指を指されても、父に勘当されても。それでもノアと一緒ならば怖くない。

　もう他人がどう思おうとも、ふたりが一緒にいられるのであればどうでもいいと言えるくらいになっていた。

　――ノアを愛している。

　先ほどようやく自覚した。

　もしかしたら、もともとこの愛は胸の中で息づいていたのかもしれない。

　ただ、「姉」という壁の奥に仕舞い込んで見ない振りをしていただけなのかも。

　ノアが頑なな心を抉じ開けた。ゆっくり、ゆっくり、シャーロットが怖がらないように優しく。

　シャーロットがノアを好きになったら抱くと言っていた。

　この気持ちがバレてしまった今、彼は抱くのだろうか。

　シャーロットを恋人として。

（抱かれる?!　私が?!　ノアに?!）

　想像して自分の身体を抱き締めた。

　今までもたしかに平穏な夜だとは言い難いものだった。服の上からとはいえ、シャーロットは快楽を得ていたし、淫らなことをしていたと認識している。

　つまり、今度は服の上からではなく、服を脱がされて直接肌に触れられるということで。

（……ノアが、この身体を……？）

　あの美しい人が、この身体を見て触るのか。

　そう思ったら、途端に羞恥と焦燥感が襲ってきた。

　服の胸元を捲り、念のために自分の身体を確認する。だが、悲しい現実を目の前にしてそっと服を元に戻した。

（ダメよ！　こんな身体をノアに見せられない！）

　無理だ、こんな残念過ぎる身体。

　最近ノアの料理がおいしくて食べ過ぎていたし、部屋の中から出られないから運動もしていない。コルセットをつける機会もなかった。

　体形が崩れている気がする。

　腹なんてぷにぷにして、自分で触っていても感触が気持ちいいくらいだ。

「……どうしよう」

　もうすぐノアがやってくる。

　そうしたら、どうなってしまうのか。

（もう少し時間が……時間がほしい！）

　身体を引き締める時間が、ノアに見せられるような身体にする時間が。

　ところが、扉をノックする音が聞こえてくる。

「シャーロット」

　ノアだ。

　彼がシャーロットを本当の意味で恋人にしようとしにやってきた。

「……あぁ……う、うぅ……」

「シャーロット？」

　焦ったシャーロットは動転する。

　どうにか、どうにかこの弛んだ身体をノアから隠さなければと。

（よし！　逃げよう！）

　回らない頭で安直な答えを出したシャーロットは、急いで窓を開ける。

　ここは二階だが、下は生垣になっていていいクッションになってくれるだろう。

　きっと大丈夫。……いや、無理か？

　窓枠に片足をかけたところでハッと冷静になる。

　さすがにここから飛び降りるのは無謀ではないだろうか。焦るにしてもこれはない。

　やめよう。こんなことはさすがに無茶があり過ぎる。

　自分の行いが馬鹿らしくなって、足を下ろそうとしたそのときだった。

「シャーロット、どうした……シャーロット?!」

　ノアが扉を開けて入ってきたのだ。

　そして、シャーロットが窓枠に足をかけている姿を見てしまった。

「……あ、ノア」

　誤解しないでと言おうとしたのだが、ノアは怖い顔をして走ってやって来る。シャーロットの腰に手を回して引き寄せると、一緒に床に倒れ込んだ。

「……どういうつもり、シャーロット」

　仰向けに倒れ込んだノアの上に、シャーロットも仰向けのまま重なる。後ろから聞こえてきた声は至極冷静だが、酷く怒ったものだと分かった。

「僕から逃げるにしても、窓から飛び降りようとするなんて。命を落とすかもしれなかったんだよ」

「誤解なの、ノア。その……一度はそうしようかと思ったけど、我に返ってやめようとしていたところに貴方が……」

「それでも、一度は逃げようとしていたんだね。こんな窓から」

　冷静に指摘されて、シャーロットは押し黙った。

　もう一度謝ろうとしたところで、腰に回されていたノアの手が震えていることに気付く。

　彼は、シャーロットが逃げようとしたことを怒っているのではなく、危険を犯そうとしたことに怒っているのだ。

「……ごめんなさい、ノア。危ないことをしてしまって」

「貴女を喪ったら生きていけない……っ。こんな危ないこと二度としないで」

「分かったわ。もう二度としない」

　怖がらせてしまった。自分の軽率な行いを悔いて反省する。

　ようやく震えが治まったのか、ノアは上体を起こし座り込む。腰に回った手はそのままに後ろからギュッと抱き締められた。

「……それで、どうして逃げようと？」

「……そ、それは」

　言いたくない。あまりにも恥ずかし過ぎて。

　頬を赤らめて俯いていると、ノアが肩に顎を乗せて再び聞いてきた。

「もしかして、逃げ出すほど嫌になった？　……僕を嫌いに？　今日通じ合ったと思ったけれど、それは僕の勘違いだったのかな」

　切なくも苦しそうな声。

　シャーロットが逃げ出そうとしていた姿を見て、彼は傷ついたのかもしれない。

　それが申し訳なくて、パニックになってあんなことをしてしまった自分が情けなくて。

　本当は恥ずかしいけれど、ノアの誤解を解くために羞恥心を押し隠して彼の方に顔を寄せた。

「……違うの。そうじゃなくて……貴方が嫌いになったわけじゃなくて……」

　ノアの真っ白な髪の毛に頬擦りする。

「その……きっと、ノアは今日私を……抱く、のでしょう？　そうなったら、私、貴方に裸を……見せなくてはいけないのかと思って……」

「へぇ」

　徐々にノアの声が明るくなっていく。

　分かっている。自分が何を言っているのか。

　そして、これを言うことで、シャーロットの気持ちを伝えてしまっていることも。

「貴方の料理が美味しすぎてたくさん食べてしまったし、部屋に篭ってばかりで運動もしていない。確実に身体が弛んでいるわ。……そんな身体を貴方に見せるのは……恥ずかしくて……幻滅されそうで……怖かったの」

　でも、誤解されるよりはいい。

　ノアを悲しませるくらいなら、自分の恥など掻き捨てる。

「それで、どうしようと思って……混乱して……」

「つい逃げようとしてしまったんだ」

「途中で我に返ってやめたけれども」

　間の悪いことにそれをノアが目撃してしまった。ただそれだけのことだ。

「だから、誤解しないで。貴方から逃げようとしたわけではなくて、弛んだ自分の身体から、現実から逃げようとしていただけなの」

「分かった」

　安堵できたのか、ノアは大きな溜息を吐いた。

　シャーロットに頬擦りして、腰に回していた手を緩める。

「……でも、そっか。シャーロットは、今日僕に抱かれるつもりでいてくれたんだね」

「だ！　だって、貴方も分かってしまったのでしょう？　村にいたとき、私の顔を見て、その……」

「その、何？」

　言い淀んだ先の言葉が知りたいと催促される。

「わ、分かるでしょう……？」

「分かるよ。分かるけれど……シャーロットの口から聞きたい。はっきりと言葉で僕に伝えて」

　うぅ～と呻りながら、こみ上げてくる恥ずかしさをどうにか呑み込もうとした。

　ノアはいつも直接言葉をぶつけてきてくれたのだ。シャーロットもそうあるべきだろう。

　一度息を大きく吸って、吐く。

　ようやく心が決まり、ノアの方を向くと、彼は美しいくらい澄んだ瞳でこちらを見つめていた。

「――貴方が好きよ、ノア。弟としてではなく、ひとりの男の人として、貴方を愛しているわ」

　あぁ、どうしよう。愛が溢れて止まらない。

　口にした途端に決壊し、もうどうしようもなくなってしまった。

　好き、愛している。

　言葉にするだけでこんなにも強くて誰にも止められないものになるなんて。

「嬉しい、シャーロット。ようやく僕が生涯で一番聞きたかった言葉をくれた」

「これからたくさん言うわ。ノアがもう聞き飽きたと言っても、それでも何度でも」

「聞き飽きる？　そんなことあり得ない。何度だって聞きたい。一生聞き続けたいよ」

「嬉しい」

　ふたりで微笑んで、唇が近づく。

　重なった唇は温かく、心が満たされる。

　――あぁ、これが本当の口づけなのね。

　シャーロットは、ようやく気付けた幸せに感謝した。

「ねぇ、シャーロット。僕は貴女がどんな身体をしていようとも、構わないよ」

「本当……？」

「うん。それに、体型が弛んだことを気にしているようだったけれど、実際はそんなに弛んでいないよ。少し肉がついた程度で、むしろ健康的になったと思う。シャーロットのことに関して僕の目に狂いはないから安心して」

「そ、そう……」

　言葉に圧がある。シャーロットのことならば間違いないと言わんばかりに。

「どんな貴女でも、僕の愛は不変だよ」

　そう言ってノアはシャーロットを抱き上げる。

「ほら、こんなにも羽のように軽い」

　軽々しく抱き上げられ実践して見せたノアに、シャーロットは正直に頷くしかなかった。彼が気にしないというのであれば、自分も気にし過ぎない方がいいのだろう。

　ゆっくりとベッドに下ろされ、ノアがその上に覆いかぶさってくる。今まで何度もこうやって見下ろされてきたけれど、今が一番ドキドキした。

「愛している、シャーロット」

　ノアの柔らかな唇はいつもシャーロットを癒してくれる。顔じゅうに降り注ぎ、幸福感を与えてくれるのだ。

「愛している。……シャーロットも言って」

「愛しているわ、ノア。愛している……愛している」

　唇を食まれ、薄く開いた口に舌を挿し入れられ、シャーロットの口内を犯すように貪るノアの口づけに応える。

　こちらも積極的に舌を絡ませて、もう受け入れるだけではないという姿勢を見せた。

　彼はこちらが自ら舌を差し出してきたことが嬉しいのか、目元を和らげる。

　くちゅくちゅと唾液が絡まり合う音が響き、ふたりの官能が高まっていく。身体が熱くなり、触れ合う部分が心地よくて仕方がない。

　もっと、触れ合いたい。

　服の上からでは物足りないと思うくらいに。

「……脱がせてもいい？」

　ずっと邪魔をしていた服を取り、素肌のままで触れ合う。

　シャーロットのすべてを曝け出し、ノアに捧げるのだ。

　寝巻のワンピースを捲り、頭と腕を通す。シャーロットの長い髪がぱらりと肩や胸にかかる。そして、ノアに優しくベッドに押し倒された。

「何も心配することなかったのに。こんなに綺麗なんだから……シャーロットの身体」

　今にも貪りつきたくなるほどね。

　ノアは乳房に口を寄せながら言う。

　素肌を啄み、ときおり柔肉を食むように口に入れられて、そして舌で愛でてくる。肌の下に快楽が植え付けられ、シャーロットの身体は敏感になっていった。

「……はぁ……ンんぁ……あぁ」

「ここ、服の上からでも凄く気持ちよさそうだったけれど……直接触れたら、きっともっと気持ちいいよ」

　試してみようか。

　ノアは胸の頂を摘まんで、くりくりと指で擦ってきた。

「ンぁっあぁ……ふぁっあぁン」

「摘ままれるより、擦られる方が好きだったよね？」

　もっともっと気持ちよくしてあげると、ノアは何度も擦る。シャーロットが腰をビクつかせながら甘い声を上げてよがる姿を堪能しながら。

「……あぁン……ノアぁ」

「うん。気持ちいいね。凄く淫らな顔をしているから分かるよ」

　片方の乳首を口に含んだ彼は、もう片方の乳首を手で弄ぶ。空いている手はゆっくりとみぞおちをなぞり、腹の上、下腹部へと伸びていった。

　鼠径部そけいぶを撫で、いたずらに内腿をくすぐる。

　股の間を触られる感触に期待しながら胸を高鳴らせた。

「ここも、直接触るよ？」

　怖くないように取り計らってくれているのだろう。これからどこを触るかを教えてくれるので、シャーロットは安心して頷いた。

　ノアの長い指が秘裂をなぞる。上下に滲み出ていた蜜を馴染ませるように。

　指が動くたびに水音が鳴るようになると、膣の中に指が入り込む。

　下着越しで弄られていたそこに、ノアの指が直接触れている。中を開きシャーロットを奥の奥まで暴こうとしていた。

　身体が強張ったが、すぐに胸への愛撫で解れていく。快楽を得やすい頂を舌と指で愛で、秘所への侵入の異物感を逸らしてくれた。

「……ふぅ……ンん……っ」

　蜜口に入り、膣壁を撫でながら奥へ。

　一本でも狭い隘路あいろは、指をきつく締め付ける。そのたびに胸に刺激を与えて、身体の力を解していく。そうやってゆっくりと割り開かれていった身体は、ノアを受け入れられるものに変わっていった。

　指は二本に増やされ、膣壁が抉るように擦られる。上にシャーロットの弱い部分があるらしく、そこを執拗に攻めてきた。

「……んっ！　……んぅンんっ！」

　胸への刺激がいらないほどに快楽を得ていると判断したのか、秘所への刺激に集中し始めた。その代わりに、口づけで慰めてくれる。

　膣壁が蠢うごめき、拒んでいたはずの指を受け入れ始めている。蜜をだらだらと零し、もっと奥へと誘い込んでいた。

「中、随分と開いてきたね」

「……ぅ……ンん」

「もう少し頑張ろうか」

　クスリと笑うと、ノアは顔をシャーロットの脚の間に埋める。驚きながらノアの動向を見つめていると、彼は秘所に舌を這わせた。

「え？　……まって……ノア！　まっ……ひぁんっ！」

　ザラザラとした弾力のあるものが膣の中に入り込み、シャーロットを苛む。蜜と唾液が混ざり合い、じゅるじゅと音を立ててそれを吸い取っていた。

　次に肉芽を舐る。

　幾度となくそこを弄られて高みに昇ったことがあるシャーロットは、すぐにあられもない声を上げてよがった。

　しまいにはじゅう……と吸われれば、あっという間に果ててしまう。身体が跳ね、四肢は強張り頭が真っ白になった。

　はぁはぁと息を荒げながら絶頂の余韻に揺蕩たゆたっていると、ノアがトラウザーズの前を寛げる。中からいきり立ったものを取り出し、シャーロットの秘所に擦りつけてきた。

　ノアの美しい顔からは想像できないほどの凶悪なそれ。

　長くて太くて、血管が浮き出るほどに硬くなっていて、見るからにこれを中に受け入れるのは大変そうだと分かった。

「……ノア……それ……」

「うん。これからシャーロットの中に挿入いれる。奥の奥、子宮に届くまで。……そして、ここにたっぷりと子種を出してあげる」

　ゾクゾクした。

　そうなったら、シャーロットは永遠にノアのものだ。

　女として、ノアを刻み込まれる。

「……うん」

「シャーロットを僕だけのものにするよ」

「嬉しい……嬉しいわ、ノア」

　すぐにでも、ノアのものに。

　早くそうしてほしくて、強請るように彼の首の後ろに手を回した。

「舌出して」

「……ん」

　言われた通りに舌を出すと、ノアは噛み付くように口づけをしてくる。

　それと同時に、熱くて大きなものがシャーロットの蜜口に侵入してきた。

「……ンん……ぁン……ンンんっ」

　ノアの屹立が中を穿うがち、奥へ奥へと突き進んでいく。

　じくじくとした痛みがシャーロットを苛むけれど、最後までちゃんと受け入れたくて、ノアのものになりたくて。

　浅く息をして痛みを逃そうとしていた。

「もう少しだよ。もう少し……頑張って」

　ノアがシャーロットの前髪を撫でつけ、宥めるように口づけをしてくる。優しい口づけは気持ちを落ち着かせてくれた。

　受け入れる痛みですらも悦びになる。

　だから、最後まで受け入れられたとき涙が出た。

　痛みではなく喜びで溢れる涙を止められなかったのだ。

「大丈夫？」

「ええ」

「ありがとう、シャーロット。頑張ってくれて嬉しいよ」

「……私も嬉しい」

　両手をキュッと繋ぎ、指を絡ませ合う。

「指で気持ちよくなっていたところ、たくさん擦ってあげるね」

　耳元で囁かれると、ノアはゆっくりと腰を動かし始めた。

　言った通り、シャーロットが気持ちよくなれる部分を穂先で突いてくれた。すると、痛みの中に快楽が生まれ始める。

　そこばかりを抉られると、腰が震えて背中を伝って快楽が頭まで伝ってきた。

「……ふぁ……あぁっ……あっあっぁンっ」

　媚肉が震え、蜜が奥から溢れ出る。痛みで委縮してしまった身体は蕩け、ノアの動きをスムーズにしていった。

　きっと、ノアはシャーロットが最大限快楽を得られるように動いてくれている。本当なら、思うがままに動きたいだろうに、彼は自制して気を遣ってくれているのだ。

「……ノア……ねぇ、ノア……貴方も気持ちいい？」

「気持ちいいよ。シャーロットの中、熱くて頭が蕩けそうなほどに気持ちいい」

　その言葉を聞いて、酷く安心した。

　いつも与えられるだけだったから、シャーロットも何かしてあげたいと願っていた。

　自分ばかり気持よくなるなんて嫌だ。

　だから、嬉しくて仕方がない。

「……よかった……一緒に気持ちよくなれて……嬉しい」

　にこりと微笑むと、ノアは息を呑む。

　そして、息を荒くし、先ほどよりも動きを大きくしていった。

　シャーロットの一番奥まで暴きたいと突いては、高みへと押し上げていく。

「凄く幸せだね、シャーロット」

　ともに幸せを感じてくれている。

　それだけで、シャーロットの世界は豊かなものに思えた。

　突き上げる力が強くなり、下腹部に溜まった快楽が身体を敏感にし、膣壁が屹立を締め上げた。ノアも眉根を寄せて余裕がない顔をする。

　限界が近いのだと分かった。だが、それはシャーロットも同じだ。

「好き、好きだよ、シャーロット……愛している」

「私も愛しているわ、ノア」

　ふたりで高みに昇る。
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　目の前が明滅するほどの絶頂は、今まで味わったどのものより深く、そして幸福感に満ち溢れていた。

　ノアの屹立がドクドクと脈打ちながら、シャーロットの中に精を吐き出す。何度も何度も中を穢し、ノアを刻み付けたのだ。

　――あぁ、私は本当にノアのものに。

　彼の手のぬくもりに縋りつき、余韻に浸る。

　ずっとこうしていたかった。

「シャーロット……」

　名前を呼ばれ顔を上げると、優しく口づけをされる。これだけでまた高みに昇れそうだと、うっとりした。






　身体を清め、ふたりでベッドに入る。

　ノアの腕に頭を乗せ、身体を寄せ合いながら。恋人らしく。

　見つめ合い、話しているだけで胸が温かくなる。これだけでシャーロットを幸せにしてくれるノアは、本当に凄い人だと改めて感じた。

「ねぇ、ノア。さすがにもうそろそろ帰らないと、お父様たちが探しにくるわ」

「そうだね。名残惜しいけれど」

「屋敷に帰ったら、……その、たくさんやらなくてはならないことがあるでしょう？　私、ゲイリーと婚約しているし……」

　問題は山積みだ。

　ゲイリーとの婚約の問題だけではなく、両親の説得もしなければならない。

　ふたりが進む道はいばらの道であることは間違いなく、まずはどう整理していくかふたりで話し合わなければ。

「心配ないよ。僕がしっかりと貴女を守るからね。誰にも傷つけさせないから」

「傷つく覚悟はできているわ。ノアと一緒なら怖くない」

　本当だ。何も怖くない。

　誰がふたりを詰り貶め、嘲笑い、傷つけようとしても。

　ノアが隣にいてくれたら、負けない自分でいられるから。

「でも、もう少しここでふたりきりでいたい」

「僕もだよ。できれば、永遠にふたりきりでいたいけれど……でも、そうだな、念のために父に手紙を送っておこう。余計な心配をかけないようにね」

　残り少ないふたりだけの時間を過ごす。

　枷はなく、自由なままで。

　シャーロット自らが囚われの身になって、ノアと愛し合う甘い時間。

　――ノアが言っていたように、永遠にこのままでいいのかも。

　そう思っても、来るべきときは来る。

　ふたりきりの時間を惜しみながら、シャーロットたちは別荘をあとにした。

















終章












「――……え？　婚約を……破棄したい？」

「本当に申し訳ない、シャーロット」

　ノアと一緒に屋敷に戻り、少し落ち着いたタイミングで両親に話をしようと思ったところで、ゲイリーがやってきた。どうやらシャーロットたちの帰りを今か今かと待っての訪問だったらしい。

　何ごとだろうか？　勝手にノアと旅に出てしまって、心配させてしまっていたとか？

　――もしかして、ノアとのことが知られてしまったのだろうか。

　そうならば、真摯にゲイリーに謝罪をしなければ。

　そう思いながら彼を迎え入れると、謝罪をしたのはゲイリーの方だった。

　しかも、婚約を破棄したいと申し出てきたのだ。

「……ええと……どういうことなの？　ゲイリー、説明してちょうだい」

　ひたすら頭を下げ続けるゲイリーに顔を上げるように言い、彼に詳しい説明を求める。いったん落ち着いてほしいと着席を促して。

　彼は、しずしずとカウチに腰を掛けると、気まずそうな顔でちらりとこちらを見た。

「……実は、キスディール伯爵のロレーナ嬢がいるだろう？　か、彼女のお腹に、俺の子どもがいるんだ」

「こ、子ども……？」

　目を丸くして、シャーロットは固まってしまった。

　ゲイリー曰く。

　ロレーナから随分と前からアピールを受けていた。だが、自分にはシャーロットという婚約者がいるので、その気持ちはありがたいが受け取れないと断っていたらしい。

　それでもめげない彼女は、なおもゲイリーにアプローチし続けた。

　懸命に自分を思ってくれているゲイリーも彼女に絆されていき、強く突き離すことができなくなっていた。

　ところがある日の夜会の晩、相当酔っ払っていたのか気が付いたらロレーナと一晩過ごしてしまったらしい。

　彼女は秘密にすると言ってくれ、ならば自分も胸の内に秘めておこうと思っていたのだが、シャーロットが旅立つ前の日に、彼女から妊娠の事実を知らされた。

「……それで、両家で話し合った結果、責任を取ってロレーナと結婚することに」

「……当然そうなるわよね……えぇ……そうなるわ……」

　話を聞きながら、どうにかこうにか状況を呑み込む。だが、あまりの衝撃に上手く頭が働かない。

　ゲイリーが浮気をしていたからではない。

　まさに自分が婚約破棄を告げようと覚悟していたところに、あちらから言ってきたというタイミングのよさに驚いてしまっていたのだ。

　ちょうどいい、と思ってしまっていいのだろうか。

　これならば、互いに納得した上で婚約を取りやめにできる。

「謝らないで、ゲイリー。……その、私も……」

　自分の方にも非はあるのだと説明しようとしたところで、応接間の扉が開いた。

「やぁ、ゲイリー。久しぶりだね」

　ノアがやってきて、シャーロットの隣に腰掛けてきた。

　突然の登場に驚いてしまったが、彼がいてくれるのであれば心強い。

　意を決して再度言おうと思ったが、その前にノアが口を開いた。

「今日は、婚約破棄の話をしにきたんだろう？　ロレーナ嬢のお腹の子はいつ生まれるの？」

「な、何でお前がそれを知っている！」

　驚愕の面持ちでゲイリーは叫んで立ち上がる。

　まだ他の誰にも言っていないのにと、ノアを問い詰めた。

「黄色い花、とても甘い匂いがしただろう？」

「……え？」

「理性を失くして一心不乱に腰を振ってしまうほどに」

　ニヤリとノアが笑うと、ゲイリーはカッと顔を赤らめて憤慨した。

「な、何で！　何でそれを！」

「さて、何でだろうね」

「……お前が仕組んだのか？」

「何の話をしているか分からないよ、ゲイリー」

　にこりと微笑み、あくまでしらを切るノアにゲイリーは唸りながらもそれ以上は責めてはこなかった。腰を下ろしてそっぽを向く。

「たとえ僕が何かを仕組んだとしても、最終的にロレーナを抱いて妊娠させたのは君の意志だろう？　君の理性が欲に負けた結果だ」

　ぐうの音も出ないのか、怒りを通り越して落ち込んでしまった。ゲイリーの顔が見る見るうちにしょんぼりしていく。

「安心してよ。君が他の女性にうつつを抜かして婚約を破棄されても、シャーロットは全然平気だからね」

「……お前がいるからか？」

「そうだよ。僕がシャーロットを幸せにする」

　自分で言おうと思っていたのに、あっさりノアに出番を奪われて言葉を失ってしまった。

　しかも、ゲイリーはまったく驚いた顔を見せない。

「……やっぱりな。お前のシャーロットへの執着は相当だったからな。義弟以上のものだと……薄々勘付いていた」

　苦虫を噛み潰した顔で吐き捨てるゲイリーを見て、シャーロットは瞬いた。

「もしかして、ゲイリーは知っていたの？　ノアの気持ちとか」

「……知らなかったのは、シャーロットだけだよ」

　――どうやら自分は相当鈍いらしい。

　ゲイリーはシャーロットの父にも話をしてくると部屋をあとにする。

　応接間にノアと二人きりになったシャーロットは、彼をじとりとねめつけた。

「ゲイリーに言っていた黄色い花って、もしかして私にも使った花？」

「そうだよ。ロレーナ嬢に教えたら、国外から取り寄せたものを僕にもくれてね。破瓜はかの痛みも和らぐって聞いたから、少しでも貴女の苦痛を取れればって思って。でも、ちゃんとシャーロットの意志を尊重しただろう？　ゲイリーのペラペラの理性とは違うよ」

　悪びれることもなく言ってのけるノアに、頭が痛くなりそうだった。

「……もしかして、他にも何か仕組んでいることがあったりする？」

「さぁ、どうかな？」






「何と言うことだ……まさかゲイリーがあんな不誠実な男だったとは」

　話を終えた両親は、さっそくシャーロットを呼んだ。もちろん、ノアも一緒についてくる。

　頭を抱えた父と悲しそうな顔をした母は、この世の終わりのような空気を出していた。

「婚約を取り消されるなんて。シャーロットに疵きずがついてしまうわ」

　母は社交界でのシャーロットの評判が下がることを気にして、大きな溜息を吐く。

　本人を他所に両親の方が目に見えて落ち込んでいて、申し訳ない気持ちで俯いた。

「次の縁談を見つけてくるしかあるまい。シャーロットは器量がいい。きっとすぐに見つかる」

　父はすぐに次を考え気持ちを切り替えているようだ。次、と言われてちらりと横にいるノアを見る。

「あの、お父様、実は私……ノアと……」

「ノア？」

　眉を顰めて、父はどういうことだと首を傾げた。

「ええ。ノアと……その、恋人に……なったの。それで、次を探す必要はないと言うか……」

「僕がシャーロットと結婚します」

　言いづらくてなかなか口にできない部分を、ノアがはっきりと言ってくれる。しかも、腰を抱いて引き寄せながら。

「お前とシャーロットがか！」

「ええ、そうです。僕たち愛し合っています」

「血が繋がっていないとはいえ、お前たちは姉弟なんだぞ！」

「そうですね。でも、血は繋がっていませんし、近親婚なんてよくあることですよ」

「だが、周りにどんな目で見られるか……！」

　父は激高しながら怒鳴るも、ノアは冷静に反論している。それがさらに火に油を注ぐことになったのだろう。さらに父は憤慨した。

「子どもの頃からお前たちの仲の良さは知っていたが、まさかそんな間違いを犯すとは！　おままごとではないんだぞ！　結婚の意味をお前たちはしっかりと理解していない！　結婚は良縁を結び、家に繁栄をもたらす契約だ！」

「もちろん、結婚の意味は分かっています」

「どこがだ！」

　言ってみろ！　と父が詰ると、「そうですね」とノアが動揺した素振りも見せない。

「僕は学園在学中に随分といい縁を繋ぎました。覚えていますか？　父上。おかげでこの家もいい思いをしてきた。そうでしょう？」

「……それはそうだが」

　父はしゅんと怒りを収め、唸った。

　ノアは学園で攻略対象たちを次々と魅了し、そして服従させていったが、どうやら彼らと我が家に有益な取引を引き出していたようだ。

　ドＳ王子のクラウスが持つ権力で父が知り合いたいと願っていた人物を紹介し、熱血騎士の力を借りて領内の有事の際に兵を借り受ける約束も取りつけ、あざと可愛い宰相令息からは宰相と懇意になり、父が打ち出す政策の採用を認めさせた。

「これらすべて僕の手柄です。これ以上ないくらいの成果だ。でも、もしシャーロットとの結婚を認めてくださらなければ、それらすべての縁を切りなかったことにします」

「そ、そんなことできるはずが！」

「いいえ、できます。彼ら、僕の頼みは何でも聞いてくださるんです。何でも、ね」

　試してみますか？　とノアが挑発すると、父は考え込んだ。

　どちらが我が家にとって損害が少ないか天秤にかけているのだろう。

　だが、シャーロットは知っている。

　ノアはやると言ったらやる人だし、彼らが頼みを聞いてくれるというのも本当だ。

　ずっと観察していたから知っている。

「シャーロットとの結婚を認めてください。そうしたら、今のまま。でも認めてくださらなければ、この家とは縁を切ってシャーロットと出ていきます。もちろん、彼らは僕が見切った家には用はないでしょうから、今までのように付き合ってはくれないでしょう。むしろそっぽを向かれて社交界では居場所がなくなるのでは？」

　抜かりがない。随分と前からノアは父に甘い汁を吸わせて、このときのために切り札として取っておいたのだ。

「……しかし、お前たち、結婚したとしても社交界では鼻つまみ者になるぞ。そうなれば、結果は同じだろう。辛い思いをさせたくはない」

「いいえ、父上。大丈夫ですよ」

　思い悩む父にノアは優しい声をかける。

「言ったでしょう？　彼らは僕のお願いなら何でも聞いてくれると。彼らが僕とシャーロットの仲を大々的に歓迎すれば、皆は大っぴらに批判できなくなる。……社交界の評判なんて、どうとでもできるのですよ」

　今度こそ父はふたりの仲を認めざるを得なかった。






「さて、これで心置きなく愛し合えるね」

　自室に戻ると、ノアは声を弾ませていたが、シャーロットはぐったりとしていた。

　あれだけ覚悟して帰ってきたのに、蓋を開けてみればすべてノアの手のひらの上。あっという間に解決してみせたのだ。

（……腹黒いとはこのことね）

　彼の計算高さにびっくりする。

　本当に足回りを固めに固めて、あとはシャーロットの心を手に入れるだけという状態で別荘に攫ったのだ。

「もし、お父様が頑なになって許さなかったらどうしたの？」

「もちろん、シャーロットと一緒にこの家を出て、別の国に行って幸せに暮らすよ。そのための計画もしっかりと立てていた。どっちに転んでも貴女を幸せにする準備はできていたんだ」

　しっかりと別案もつくっていたらしい。

　どんな反応をされても上手くいくように計らって、結果シャーロットの心までをもしっかりと掴んで。

「……恐ろしい子ね」

「強くなるようにと鍛えてくれたのは貴女でしょう？　シャーロット」

　そうだけれども。

　けれども、想像以上に強くなってしまってこちらは戸惑うばかりだ。

「こんな僕は嫌？」

「まさか。そんなところも貴方の魅力だと思うわ。どんな私も愛していると言ってくれたように、私もどんなノアでも愛しているわ」

　ノアの襟をクイっと引っ張り、踵を上げる。

　彼の唇にチュッとキスをし、ニコリと微笑んだ。

「これからもよろしくお願いします、旦那様」

　目の前の顔がポッと赤く染まる。

　きっとノアにこんな顔をさせられるのも自分だけだろうなと思いながら、未来の旦那様に抱き着いた。
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